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年  頭  所  感 

石川県保険医協会

会長　高松　弘明
（金沢市・内科）

未入会の先生へ 

保険医協会は 
国民医療の充実と 
保険医の生活を守ります。 

本号は保険医協会未入会の先生方 
にもお届けしました。 
この機会にぜひ入会をご検討下さい。 

お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項を記入のうえ、 
ご返送下さい。 

◎会　費（月額） 

◎入会金　な　し 

◎連絡先 

石川県保険医協会 
電話(076)222－5373

※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。 
開業医　4,500円／勤務医　3,800円 

〒920-0902 金沢市尾張町１丁目９番11号 
 （尾張町レジデンス２Ｆ） 

入会の方法は�

保険医協会にぜひご入会下さい！ 

医科　680人、歯科　265人 

会員数　945人 

石川県保険医協会 
第28回定期総会のお知らせ 

石川県保険医協会 
第28回定期総会のお知らせ 

※詳しくは、後日改めてご案内します。 

・ 午後3時～5時　公開記念講演 
・ 午後5時～6時　会員懇談会「医療制度改革」 
・ 午後6時～7時　総会議事 
 

金沢東急ホテル 5階会議室 

2002年2月23日（土） 

【演題】 

小泉構造改革と医療制度改革 
【講師】 

横山  寿一氏（金沢大学経済学部教授） 

と　き 

ところ 

公開記念講演 
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医療改悪阻止・全国役員代表学習決起集会 

医療破壊計画の撤回求めて 医療破壊計画の撤回求めて 医療破壊計画の撤回求めて 
─日本医師会会長から祝電届く─ 

理事　牛村　繁（金沢市・眼科） 

全国保険医団体連合会

会長 鮫島千秋様

医療改悪阻止・全国役員代表学習決起集会が盛大に開催

されますことを心からお祝い申し上げますとともに、全国

保険医団体連合会のご努力に対して深甚なる敬意を表する

次第であります。本日の「学習決起集会」が大成功を収め、

未曾有の危機に直面している国民医療にとって意義あるも

のとなりますよう心からご祈念申し上げます。

日本医師会

会長　坪井栄孝

石川協会の取り組みを報告する高松弘明会長

介
護
保
険
O
P
が
審
査
会
に
申
し
入
れ 

県
長
寿
社
会
課
と
懇
談

事
務
局
長
　
神
田
　
順
一
 

十
二
月
九
日
、
東
京
に
全
国

か
ら
二
百
二
人
の
保
団
連
・
協

会
役
員
が
集
ま
り
、
医
療
改
悪

阻
止
・
全
国
役
員
代
表
学
習
決

起
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
川
協
会
か
ら
は
、
高
松
会

長
、
神
田
事
務
局
長
と
と
も
に

私
が
出
席
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
学
習
会
で
、
神
戸

大
学
大
学
院
経
済
研
究
科
の
山

家
（
や
ん
べ
）
悠
紀
夫
教
授
か

ら
「
小
泉
構
造
改
革
と
日
本
の

未
来
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
講
演
の
主
旨
は
、

「
現
在
、
小
泉
内
閣
が
推
し
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
構
造
改
革

は
、
強
者
を
育
て
弱
者
を
強
引

に
淘
汰
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
、

倒
産
、
失
業
が
多
く
な
り
、
不

安
定
な
住
み
に
く
い
社
会
に
な

る
で
あ
ろ
う
」と
い
う
も
の
で
、

構
造
改
革
を
阻
止
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
由
を
デ
ー
タ
を
用

い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

昼
食
の
時
間
に
は
、
富
山
協

会
に
よ
る
医
療
改
革
出
前
説
明

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

自
分
た
ち
が
作
っ
た
大
型
の
パ

ネ
ル
を
持
っ
て
、地
域
や
職
場
、

グ
ル
ー
プ
な
ど
要
望
の
あ
る
所

へ
出
張
し
、
医
療
改
革
の
欠
点

を
理
路
整
然
と
解
説
す
る
も
の

で
、
そ
の
見
事
な
出
来
栄
え
に

対
し
て
、
場
内
か
ら
喝
采
を
浴

び
て
い
ま
し
た
。

午
後
は
決
起
集
会
が
行
わ

れ
、
ま
ず
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
保
団
連
の
鮫
島
会
長
は
、
初

め
て
日
本
医
師
会
の
坪
井
会
長

か
ら
祝
電
が
き
た
こ
と
を
披
露

し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
お

互
い
に
協
力
し
て
、
医
療
改
悪

を
阻
止
し
て
い
こ
う
と
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

医
療
改
革
に
つ
い
て
の
基
調

報
告
の
後
は
、
各
地
の
保
険
医

協
会
か
ら
こ
れ
ま
で
の
活
動
内

容
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、

石
川
協
会
の
高
松
会
長
は
、
先

日
の
県
医
師
会
主
催
の
医
療
改

悪
阻
止
決
起
大
会
に
お
い
て
、

国
際
高
齢
者
年
・
石
川
Ｎ
Ｇ

Ｏ
（
事
務
局：

保
険
医
協
会
）

を
母
体
に
二
〇
〇
〇
年
七
月
に

発
足
し
た
介
護
保
険
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
（
以
下
、
介
護
保
険

Ｏ
Ｐ
）
で
は
、
介
護
保
険
に
係

る
苦
情
相
談
や
審
査
請
求
へ
の

支
援
活
動
に
も
と
づ
き
、昨
秋
、

県
介
護
保
険
審
査
会
に
改
善
要

望
書
を
提
出
し
た
。

応
対
し
た
の
は
、
山
本
長
寿

社
会
課
長
、
谷
口
課
長
補
佐
、

保
険
医
協
会
会
長
と
し
て
初
め

て
応
援
演
説
を
依
頼
さ
れ
た
こ

と
や
、
社
保
協
と
の
協
力
で
、

患
者
・
障
害
者
団
体
、
市
民
団

体
へ
の
呼
び
か
け
に
全
力
を
あ

げ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ

ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
街
頭
演

説
、
決
起
集
会
、
新
聞
広
告
、

新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
、署
名
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、
ビ
デ
オ
作
り
な

ど
工
夫
を
こ
ら
し
た
方
法
で
運

動
を
行
い
、
今
回
は
今
ま
で
に

な
く
一
般
市
民
か
ら
も
良
い
反

応
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
報
告

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
は
、
日
本
の

未
来
を
危
う
く
す
る
医
療
破
壊

計
画
の
撤
回
を
求
め
る
決
議
を

採
択
し
、
全
員
で
「
が
ん
ば
ろ

う
」
と
、
こ
れ
か
ら
一
層
運
動

を
強
化
す
る
こ
と
を
誓
い
合

い
、
閉
会
し
ま
し
た
。

三
国
係
長
。
介
護
保
険
Ｏ
Ｐ
か

ら
は
澤
代
表
、信
耕
Ｏ
Ｐ
委
員
、

神
田
、
工
藤
両
事
務
局
員
が
参

加
し
た
。

石
川
県
で
は
こ
れ
ま
で
九
件

の
審
査
請
求
が
あ
り
、
長
期
間

の
審
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁

決
は
い
ず
れ
も
「
棄
却
」
ま
た

は
「
却
下
」
で
あ
る
。「
容
認
」

は
一
件
も
な
い
。
介
護
保
険
Ｏ

Ｐ
が
代
理
人
と
な
り
支
援
し
た

要
介
護
認
定
の
変
更
処
分
を
求

め
る
審
査
請
求
も
、
主
治
医
の

口
頭
意
見
陳
述
を
何
ら
考
慮
さ

れ
ず
「
棄
却
」
の
裁
決
で
あ
っ

た
。こ

の
た
め
介
護
保
険
Ｏ
Ｐ
で

は
、
審
査
請
求
の
取
扱
い
に
つ

い
て
改
善
要
望
書
を
ま
と
め
、

五
月
末
に
県
議
会
厚
生
環
境
委

員
会
（
北
村
繁
盛
委
員
長
）
メ

ン
バ
ー
に
説
明
す
る
機
会
を
得

た
。
そ
し
て
八
月
二
十
一
日
の

厚
生
環
境
委
員
会
に
て
山
根
康

則
議
員
（
す
く
ら
む
喜
望
）
が

要
望
書
に
も
と
づ
く
質
問
を
行

い
、
審
査
会
担
当
の
山
本
長
寿

社
会
課
長
か
ら
前
向
き
の
回
答

を
引
き
出
し
た
経
緯
が
あ
る
。

介
護
保
険
Ｏ
Ｐ
と
長
寿
社
会

課
と
の
懇
談
内
容
は
以
下
の
と

お
り
。

一
、
介
護
保
険
審
査
会
の
在
り

方
を
抜
本
的
に
改
め
る
こ
と
。

【
Ｏ
Ｐ
】
審
査
請
求
か
ら
裁
定

ま
で
の
迅
速
化
と
簡
素
化
を
図

る
こ
と
。
裁
決
の
実
効
性
を
担

保
す
る
う
え
で
も
短
期
間
の
裁

決
を
要
望
す
る
。

回
答
・
・
・
行
政
訴
訟
で
は
三

カ
月
を
目
安
に
裁
定
し
て
い

る
。
努
力
す
る
。

【
Ｏ
Ｐ
】
介
護
保
険
に
は
再
審

査
請
求
の
制
度
が
な
い
。
介
護

保
険
審
査
会
が
「
調
停
」
的
役

割
を
担
え
る
よ
う
改
善
す
る
こ

と
。

回
答
・
・
・
訪
問
調
査
員
の
質

の
向
上
を
図
る
よ
う
努
め
る

が
、
介
護
保
険
審
査
会
が
調
停

的
役
割
を
担
う
こ
と
は
な
じ
ま

な
い
。

【
Ｏ
Ｐ
】
一
次
判
定
ソ
フ
ト
の

矛
盾
を
早
急
に
改
善
す
る
よ
う

国
に
申
し
入
れ
る
こ
と
。

回
答
・
・
・
一
次
判
定
ソ
フ
ト

の
改
善
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

も
何
度
も
要
請
し
て
い
る
が
、

返
答
は
な
い
。
平
成
十
五
年
度

に
主
に
「
痴
呆
」
と
「
在
宅
療

養
」
に
つ
い
て
は
見
直
し
さ
れ

る
予
定
。

【
Ｏ
Ｐ
】「
特
定
疾
患
」
の
場
合
、

主
治
医
意
見
書
や
口
頭
意
見
陳

述
に
十
分
配
慮
し
た
裁
決
を
要

望
す
る
。

回
答
・
・
・
介
護
保
険
審
査
会

が
審
査
す
る
の
は
、
二
次
判
定

（
介
護
認
定
審
査
会
）
の
手
続

き
で
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
ど
う
か

が
主
要
な
内
容
で
あ
る
。
介
護

保
険
審
査
会
に
は
、
三
次
判
定

の
機
能
は
な
い
。
口
頭
意
見
陳

述
の
際
に
「
特
定
疾
患
」
の
特

異
性
を
い
く
ら
強
調
さ
れ
て
も

審
査
会
の
裁
決
に
は
反
映
さ
れ

な
い
。

二
、
審
査
請
求
の
手
続
き
面
で

改
善
を
要
す
る
項
目

【
Ｏ
Ｐ
】
審
査
請
求
は
書
面
に

よ
ら
な
く
て
も
口
頭
で
も
で
き

る
こ
と
を
周
知
徹
底
す
る
こ

と
。

回
答
・
・
・
周
知
す
る
。

【
Ｏ
Ｐ
】
審
査
請
求
の
委
任
状

に
お
い
て
、
代
理
人
の
押
印
は

不
要
で
あ
る
。

回
答
・
・
・
今
後
、改
善
す
る
。

【
Ｏ
Ｐ
】
代
理
人
の
住
所
記
載

は
、
勤
務
先
そ
の
他
連
絡
可
能

な
場
所
に
つ
い
て
も
認
め
る
こ

と
。

回
答
・
・
・
今
後
、改
善
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
県
長
寿
社
会

課
と
の
懇
談
は
、
介
護
保
険
行

政
の
監
視
役
、
そ
し
て
利
用
者

と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
介
護
保

険
Ｏ
Ｐ
の
存
在
と
活
動
を
行
政

担
当
者
に
認
知
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
、
有
意
義
な
機
会
と
な
っ

た
。介

護
保
険
Ｏ
Ｐ
で
は
、
今
度

は
県
介
護
保
険
審
査
会
メ
ン
バ

ー
と
の
懇
談
を
申
し
入
れ
て
い

る
。

日本医師会会長から寄せられたメッセージ 
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運動の成果はあったものの、依然、　 　 　 　 の改革案 運動の成果はあったものの、依然、　 　 　 　 の改革案 
政府・与党の医療改革案が公表される 厚生労働省案との比較表 

史上最悪 

2001年11月29日、政府・与党は「医療制度改革大綱」を発表しました。これは、9月末に厚生労働省から出された「医療制度改革試案」を受けたもので、

政府・与党による「医療制度改革」の概要が正式に姿をあらわしたことになります。内容は、厚生労働省案を基本的に踏襲したものですが（詳しくは保険医

新聞10月号を参照してください）、主な相違点をあげれば、①健康保険の負担増（3割負担）について、「必要な時に」という留保をつけた、②70歳～74歳

の患者負担について、2割から1割となった、③高齢者医療の伸び率管理制度の導入について、法的拘束力のない指針（ガイドライン）にとどめることとなっ

た、の3点があげられます。厚生労働省案に対する国民世論の反対（保団連・保険医協会の活動も含めて）の声が、一定効果を上げた結果と言えるでしょう。

さらに12月に入り、より具体的な案が相次いで出されています。その主なものは、①厚生労働省案で提起されていた薬剤一部負担金制度の廃止が先送りさ

れた、②診療報酬の引き下げ幅を確定した（診療報酬本体は1.3％マイナス、薬価の引き下げをあわせると2.7％のマイナス）、③老人医療の自己負担限度額

を厚生労働省案から減額した（詳細は下表参照）、の3点です。

国会等での論戦が始まるのはこれからです。本稿は12月20日時点の情報をもとにまとめたので、この新年号がお手元に届くまでの間に相当の進展がある

と予想されます（年末に予算編成、診療報酬改定について中医協で断続的に協議など）。それらについては、2月号以降で最新情報をお知らせします。

●厚生労働省案と政府・与党案の比較表 

作成：石川県保険医協会　2001年12月20日 

○対象者の年齢を引き上げ、現行の70歳以上の者を75歳以上の者とする 
○老人医療に係る公費負担の割合を現行の３割から５割へ引き上げる 
○70歳以上75歳未満の者については定率２割負担とする 
 
○老人医療費拠出金の算定方法の見直し（老人加入率上限の撤廃、退職者
に係る老人医療費拠出金の負担の見直し） 

○技術料や病院運営コスト等を踏まえた診療報酬体系の構築のため、医療機
関のコストや部門別収支の検証・分析を進める 
○診断群別診療報酬支払方式の調査検討を急ぐ 
○次期改定においては次の事項を中心に見直しを行う（高齢者の心身の特
性に応じた報酬体系等の見直し、包括払いの拡大等支払方式の見直し、
生活習慣病等に対する生活指導の重視、医療に係る情報提供の推進） 

○包括払いの拡大、大病院等の診療報酬の取扱い、かかりつけ医と病院の連
携、公私の医療機関の機能分担等について検討を急ぐ 

 
○平成14年度の診療報酬改定については、賃金・物価の動向、昨今の経済
動向、さらに保険財政の状況等を踏まえ、引き下げの方向で検討し、措置す
る　 

○高額医療費共同事業の拡充等 
○財政安定化支援事業の見直し 
○保険料算定方法の見直し 

○老人医療費の伸び率管理制度の導入 ○伸び率抑制のための指針を定め、その指針を遵守できるよう、速やかに、診
療報酬の在り方、公私病院の役割分担など有効な方策を検討し、実施する 

○薬価について適正化を進める 
○画期的新薬等に関し、算定ルールの見直しを図る 
 
○保険医療材料価格についても適正化を進める 

○市場実勢価格を踏まえ、必要に応じて引き下げを行う 
○画期的新薬等の評価を確立するとともに、先発品の価格の適正化と後発品
の使用を促進する仕組みの構築を図る 
○保険医療材料価格についても、内外価格差の是正を図る 

○給付率の７割への統一 
 
○乳幼児に係る給付率の見直し（8割） 
○高額療養費制度に係る自己負担限度額の見直し（政府管掌健康保険の平
均標準報酬月額の25％程度の水準に引き上げる、低所得者については現
行の限度額を据え置く） 
○薬剤一部負担金制度の廃止 

厚生労働省 
2001年9月25日「医療制度改革試案」 

○総報酬制の導入 
 
○政府管掌健康保険の保険料率の引き上げ 

薬価基準等 

患者負担の見直し 

対象年齢・公費
負担の見直し 

国民健康保険制
度の財政基盤の
強化 

○新規技術の保険導入ルールや手続の一層の明確化を図るとともに、これと
あわせて、特定療養費制度の拡大を図る 

○保険診療と保険外診療を組み合わせる仕組みとして設けられた特定療養
費制度を活用する等により、公的医療保険の守備範囲を見直す 

医療費総額の伸
びの適正化 

診療報酬 

公的医療保険の
守備範囲 

保険料の見直し 

○低所得者に配慮しつつ、完全定率負担とする（1割負担） 
 
 
 
○一定以上の所得の者に対しては応分の負担を求めることとする（下表参照） 

○対象年齢を75歳以上とする 
○公費負担割合を引き上げる 
○一般医療の対象となる70歳から74歳の者の患者負担については、75歳以
上の者と同様の取扱いとなる（完全定率1割負担） 

○老人医療費拠出金の算定方法については、保険者間の負担の公平の観
点から見直す 

○必要な時に７割給付で保険間の統一を図る（サラリーマン本人の3割負担へ

の負担増） 
○高額療養費に係る自己負担限度額についても、低所得者に配慮した上で見
直す 

○被用者保険について、総報酬制の導入を図る（ボーナスに対する保険料賦

課） 
○政府管掌健康保険の保険料率については、定期的に収支両面の見直しを
行い、改定を行う 

政府・与党社会保障改革協議会 
2001年11月29日「医療制度改革大綱」 

保険給付の見直し 

○患者負担は定率１割とする 
○低所得者対策の拡充（住民税非課税世帯に属する者に係る自己負担限度
額及び老齢福祉年金受給者に係る自己負担限度額を据え置く 

○外来の患者一部負担に係る月額上限制は廃止する 
○一定以上の所得の者については定率２割負担とする 
○一定以上の所得の者に係る自己負担限度額については、一般の者の場合
と同額とする 

医
療
保
険
制
度
の
改
革 

高
齢
者
医
療
制
度
の
改
革 

診
療
報
酬
・
薬
価
基
準
等
の
改
革 

●70歳以上の自己負担限度額 

住民税非課税 

一　　　　　般 
外　　来 

低所得者 
24,600円 

老福年金受給者 

37,200円 
入　　院 

3,000円 
（大病院5,000円） 

15,000円 

一　　　　　般 

一定以上所得者 

12,000円 

外　　来 

40,200円 

I

II

72,300円＋1％ 

入　　院 

40,200円 

8,000円 低所得者 
15,000円 

24,600円 

【現　行】 【改定案】 

※一定以上所得者は世帯収入630

万円以上を予定 

※低所得者I,IIの範囲は、Iを拡大

する方向で見直し予定 

（アンダーラインは主な相違点、カッコ内は協会で補足） 
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─確実に、長期的にプラークコントロールの効果をあげるために─ 

歯科学術講演会 

リスクマネージメントを考えた歯周治療 リスクマネージメントを考えた歯周治療 リスクマネージメントを考えた歯周治療 

赤坂　紀子 浦崎歯科医院　歯科衛生士

いかにダメージを与えずに治療していくかという話を、とても興味深く

聞かせていただきました。

歯ブラシに関して、大きすぎるのではないか？、と以前から疑問に思っ

ていたのですが、島田さんのお話の中で、ダメージを出さないためにもそ

の歯ブラシを処方しているということを知ることができ、とても参考にな

りました。その他、SRPの時期、BOPの意味、再評価RPの時期など、タ

イミングが違うと結果も変わってくるということも、改めて勉強になりま

した。

私自身、結果を急いだ歯周治療になりがちだったのですが、安全に確実

にダメージを与えない歯周治療を心がけたいです。

香林坊歯科クリニック 歯科衛生士一同

今回、講演を聞かせていただいて、私たちが普段行っているプロービン

グやPTC、PMTC、SRPの適したタイミング、期間、方法の重要性を改め

て感じました。特に、炎症ポケットへのプロービングやSRPでのセメント

質の削除については、より一層の注意を払わなければならないことを再認

識しました。

また、島田さんの患者さんへの接し方、話し方を聞き、これからの接し

方を改めて考えさせられました。

今回の講演会を機に、スタッフ一同よりよい診療所作りを心掛けていき

たいと思います。

得田　和子 ヴィ歯科医院　歯科衛生士

知識・情報ともに得るものはたくさんあったが、今回、何よりも島田さ

んの姿勢や人柄に大変感銘を受けた。一歩でも近づけるよう努力していき

たいと思った。シンプルだけど確実に歯周治療に取り組んでいるスタイル

に、少しだけだがヒントを得られた感じがした。

中村　美津代 ヴィ歯科医院　歯科衛生士

歯科衛生士として自分に何ができるか、しっかり考えて患者に接してい

こうと思った。色々な勉強会に出るたびに、いろんな考えがあることを知

る。その中で自分が信じられるもの、正しいと思うことが分かるようにな

りたいと思った。そのためにもっと勉強が必要だと思った。

エルバの歯ブラシ、トースピック、縁下歯石の除去に、EMSが有効と

のこと！

中本　葉子 浦崎歯科医院　歯科衛生士

今回、島田昌子歯科衛生士をお迎えして心に残っていることは、口腔衛

生のプロとして患者様に適したアドバイスをされているということでし

た。プラークコントロールは、歯周治療・歯科治療をしていくうえで大切

なことで、それを曖昧にしてはすべてが成り立たないということです。

歯科衛生士の役割・やりがいは、患者様を長く担当していけば自ずと見

えてくると思います。私は多くの患者様を担当して、口腔衛生指導を行っ

ています。その中で、日々患者様から学ぶことは多々あり、自分自身毎日

が勉強です。しかし、歯周組織が健康になって一歯でも長く維持できれば、

患者様に学んだことをお返しすることができると思っています。

私の願いは、患者様の口腔の健康を確立することです。プラークコント

ロールが確立すれば、歯肉が良くなり、カリエスも予防できると実感して

います。これからも歯科衛生士を一生の仕事とし、自分自身がプロとして

の自覚を持って学んでいきたいと考えています。島田さんのようなすばら

しい歯科衛生士にお会いできて、とても刺激になりました。今後も色々な

歯科衛生士の方々とお会いできることを楽しみにしています。

宇野　喜美子 ヴィ歯科医院　歯科衛生士

歯科衛生士として、口腔衛生管理（OHI）の重要性、また、メンテナン

スの必要性を改めて感じました。そのためには、もっと生物学的なことを

学ばなければ、自信を持って患者さんにモチベーションできないと思い、

反省しました。

川波　智美 浦崎歯科医院　歯科衛生士

今回の講演で、自分が毎日臨床をしている中で、ドキッとし考え直さな

ければならないと思うことが二つありました。

一つ目は、毎日のように患者さんにプラークコントロールについて話し

ていますが、たいがいの患者さんは次回来院時には歯肉に傷があることで

す。今までは患者さんの関心が口腔内に向いたと喜んでいましたが、これ

からは口腔内にダメージを起こさない、副作用を引き起こさないプラーク

コントロールを念頭におき、指導していきたいと思います。

二つ目に、プロービングがいかに重要か、改めて考えさせられました。

SRPの成功の秘訣であり、メンテナンス時の歯肉の情報はプロービングで

あることです。

島田さんは歯科衛生士の私から見てとてもすばらしく、素敵な女性でし

た。患者さんにも自分が島田さんのような歯科衛生士に映るように、日々

努力していきたいと思います。

50人の歯科衛生士らが熱心に学ぶ。
2001年10月18日、金沢都ホテルにおいて、主に歯科衛生士の方を対象にした歯科学術講演会を

開催しました。テーマは「リスクマネージメントを考えた歯周治療～確実に、長期的にプラークコン

トロールの効果をあげるために～」で、講師には、日本歯科大学歯学部付属病院の歯科衛生士である

島田昌子先生をお招きしました。当日は、会場の定員である40人を大きく超え50人近い参加者の方

が集まり、午前9時から3時間にわたって、たっぷりと島田先生のお話をうかがうことができました。

以下に、当日司会をされた浦崎歯科医院の歯科衛生士である中本葉子さんをはじめ、参加された歯

科衛生士の方々の感想文を掲載します。

司会●浦崎歯科医院歯科衛生士 中本葉子さん

講師●日本歯科大学歯学部付属病院歯科衛生士　島田昌子先生
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１．保険者　　　全国歯科医師国保
２．年齢　　　　43歳（女性）
３．診療月　　　平成13年１月
４．過誤調整連絡書の発行月：平成13年７月
５．病名・診療開始月

（1）右表層性角膜炎　　　平成12年11月11日

（2）両涙液分泌低下症　　平成12年11月11日

（3）右混合乱視　　　　　平成12年11月11日

（4）左近視性乱視　　　　平成12年11月11日

（5）右角膜ヘルペス疑い　平成13年１月４日

６．該当月の診療実日数　　４日

＜主治医の意見＞
平成13年１月４日診察時に右角膜ヘルペスが疑われたため、病名をつけ、
ゾビラックス眼軟膏３％５ｇを処方したところ、７月26日付で適応外（該
当病名なし）とのことで査定されました。再審査請求しましたが、原審ど
おりで認められませんでした。
角膜ヘルペスが疑われた際にゾビラックス眼軟膏を処方するのは適当で
あると考えます。

＜保険医協会のコメント＞
165例は疑い病名での治療を査定され、再審査請求したが復活しなかっ
た事例です。
保険診療においては、疑い病名での治療は、通例として行わないことに
なっています。しかし、疾患の予後が治療開始の時期により大きく左右さ
れるような事例では、個々の患者に即した血の通った審査がなされてしか
るべきです。本件がちょうどそのような事例に当てはまるものと考えられ
ます。
ヘルペスウイルスによる角膜感染は、治療が遅れれば視力の低下は免れ
ません。一方、ヘルペスウイルスに対する治療は、アシクロビルの開発以
来かなり予後がよくなっています。従って、診断されれば一刻も早く抗ウ
イルス剤の投与を行う必要がある疾患ということができます。このように、
放置すれば予後が悪いが治療法が確立している疾患では、初診時、未だ疑
診の段階で治療を開始し、確定診断を待つという対応がなされても何ら問
題にはならないものと思われます。抗生剤のEmpiric therapyも同じような
考えに基づくもので、一般的に認められた治療法になっています。
本件では、疑診（角膜ヘルペス疑い）の段階で治療（ゾビラックス眼軟
膏処方：適応症は単純ヘルペスによる角膜炎）を開始したが、疾病の予後
を考え確定診断の得られる前に病院へ紹介したもので、診療所における保
険診療としてはごく一般的な対応といえます。それ故、レセプトから診療
の流れをくみ取ることにより、もう少し柔軟な対応（審査）をしてほしか
ったと悔やまれる事例といえるでしょう。

１．保険者　　　社会保険
２．年齢　　　　40歳（男性）
３．診療月　　　平成13年10月
４．過誤調整連絡書の発行月：平成13年11月
５．病名・診療開始月

（1）胃潰瘍　　　　　　平成13年10月22日

（2）肝機能障害　　　　平成13年10月22日
６．該当月の診療実日数　　１日

＜主治医の意見＞
ヒアルロン酸　329点が減点
肝機能障害の病名ではヒアルロン酸を算定することはできないのでしょ
うか？

＜保険医協会のコメント＞
166例は肝機能障害の病名でヒアルロン酸を算定したところ査定された
事例です。
ヒアルロン酸の算定ルールとしては、平成12年３月17日保険発28号によ
る記載があります。そこでは、「慢性肝炎の患者に対して、慢性肝炎の経
過観察及び肝生検の適応の確認を行う場合に算定する」となっています。
従って、本件レセプト病名に記載された「肝機能障害」ではヒアルロン酸
算定の適応にはなりません。「慢性肝炎」の病名が必要ということです。
このルールは点数表の解釈に明記されており、主治医の保険診療のルール
に関する勉強不足ということになります。当然再審査請求しても復活の見
込みはありません。

１．保険者　　　社会保険
２．年齢　　　　58歳（男性）
３．診療月　　　平成13年７月
４．過誤調整連絡書の発行月：平成13年８月
５．病名・診療開始月

（1）糖尿病性神経症、糖尿病　　　　平成12年４月15日

（2）糖尿病性腎症　　　　　　　　　平成12年４月15日

（3）不眠症　　　　　　　　　　　　平成12年４月16日

（4）慢性胃炎（急性憎悪） 平成12年４月17日

（5）便秘症　　　　　　　　　　　　平成12年４月23日

（6）皮膚掻痒症　　　　　　　　　　平成12年４月25日

（7）大球性貧血　　　　　　　　　　平成12年７月24日

（8）脳梗塞　　　　　　　　　　　　平成12年９月25日

（9）食道・胃潰瘍（ピロリー菌陽性）平成13年１月６日
６．該当月の診療実日数　　２日

＜主治医の意見＞
「テステープ陰性の程度の微量のアルブミンを検出するのが目的の尿中
アルブミンである。又それが陽性の時には糖尿病性腎症を疑うべきである」
と再審査請求に出したが、原審通りとされた。
糖尿病性腎症の病名が付いている症例に、尿中アルブミン（精密）が査
定された。本例はテステープのタンパクが陰性であり、腎症を微量アルブ
ミンでフォローしている。それが査定された。査定の理由が分からない。

＜保険医協会のコメント＞
167例は、糖尿病性腎症の病名がついた患者に尿アルブミン定量精密測
定を算定したら査定された。再審査請求でも復活しなかったという事例で
す。すでに、再審査の結果が出ている事例なので、査定に至ったであろう
理由の推定を中心に検討してみます。
尿アルブミン定量精密測定は、主治医のいわれるように、テステープ法
等による尿蛋白測定が陰性の時に糖尿病性腎症を早期に発見し対応するた
めに行われるものです。
一方、尿アルブミン定量精密測定の算定に関する取り扱いを検索します
と、石川県におけるローカルルール（社保・国保審査委員合同協議会結果）
としては、平成９年10月30日付石医業発196号として「顕性腎症の場合は
認められない。第１期、第２期の場合、外来患者では、①糖尿病診断時、
尿蛋白陰性例と②経過観察として原則２～３月に一回認める（それ以上は
要注記）。」となっています。
この取り扱いについては、平成12年になり、厚生省（当時）より保険発
28号（平成12年３月17日）として『本区分「16」のアルブミン定量精密測
定は、糖尿病と診断され、試験紙法による尿蛋白陽性となる以前の早期糖
尿病患者に対して行った場合に、３か月に１回に限り算定できる。』とい
う通達が出されています。そして、これを受けるように、平成13年７月版
の石川県におけるローカルルールからは196号に記載されていた尿アルブ
ミン定量精密測定に関する事項は、掲載されなくなっています。すなわち、
ローカルルールから全国ルールに変わったというわけです。
これらのことを参考に本件レセプトを眺めますと、平成12年４月15日に
糖尿病性腎症の診断がなされており、１年３ヶ月を経過した13年７月診療
分の尿アルブミン定量測定であるので、「顕性腎症」として査定扱いにさ
れたものと思われます。主治医のいわれるように、「テステープ陰性」で
フォローしている事例なら「腎症前期」、「腎症早期」等早期糖尿病に該当
する病名を付けておくべきであり、病名の付け方が間違っていたといえる
事例です。
最後に、ローカルルールからガイドラインが消えたからといっても縛り
がなくなったと考えるのは早計であり、この事例のように全国ルールにな
ったことによりローカルルールから消えることもあるということを忘れな
いでおきたいものです。もちろん、「診療報酬点数表の解説」や「保険診
療の手引き」をきちんと読んでいれば間違えることはないのはいうまでも
ありません。

＜第167例＞ 

＜第166例＞ 

＜第165例＞ 

『保険審査通信』に寄せられた相談事例

納得のいかない返戻、査定がありましたら、 

 
にてお知らせ下さい。 

■『保険審査通信』はFAXのほか、E-mailでも大歓迎です。 
E-mail：ishikawa-hok@doc-net.or.jp／ＦＡＸ：076（231）5156

『保険審査通信』 ぜひ 
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金沢都ホテル「兼六の間」 

三宅　靖会員（三宅医院） 
「当院のアレルギー疾患治療の現状―内科・耳鼻咽喉科を開業して―」 
奥田　宏会員（ひろメンタルクリニック） 
「ひろメンタルクリニックでのアルコール医療の現状と課題」 
竹田康男会員（竹田内科クリニック） 
「開業医における総合診療部学生実習の現状」 

1 076（222）5373　FAX 076（231）5156／E-mail  iskw_sugino@doc-net.or.jp

参加申し込み・お問い合わせは下記へ 

石川県保険医協会 

二
○
一
×
年
、
医
療
福
祉
史

上
最
大
の
危
機
と
い
わ
れ
た
二

〇
〇
二
年
の
〝
コ
ネ
ズ
ミ
医
療

改
革
〞
は
無
事
阻
止
さ
れ
、
動

物
王
国
が
世
界
に
誇
る
医
療
保

険
制
度
は
さ
ら
な
る
発
展
を
遂

げ
て
い
た
。
当
時
、
パ
ン
ク
寸

前
の
医
療
保
険
財
政
は
、
患
者

負
担
増
、
高
齢
者
医
療
費
の
総

枠
制
と
い
っ
た
財
務
省
ペ
ー
ス

の
改
革
で
は
な
く
、
栄
養
療
法

の
重
視
と
在
宅
医
療
の
完
備
と

い
う
医
療
側
の
内
部
改
革
に
よ

っ
て
黒
字
へ
と
転
換
し
た
の
だ

っ
た
。

そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
の

は
、
二
〇
〇
二
年
当
時
、
そ
の

名
称
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
〝
Ｎ
Ｓ
Ｔ
〞（
栄
養
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
）
で
あ
っ
た
。
す
べ

て
の
病
院
が
Ｎ
Ｓ
Ｔ
を
立
ち
上

げ
た
こ
と
に
よ
り
、
入
院
患
者

の
栄
養
状
態
が
改
善
さ
れ
、
治

療
期
間
が
短
縮
し
、
お
の
ず
と

病
床
回
転
率
が
高
く
な
っ
た
。

術
後
早
期
の
経
腸
栄
養
療
法
開

始
が
常
識
と
な
り
、
術
後
合
併

症
は
減
り
、
こ
の
こ
と
は
図
ら

ず
も
医
療
コ
ス
ト
の
削
減
に
結

び
つ
い
た
の
で
あ
る
。し
か
も
、

栄
養
管
理
の
問
題
は
病
院
の
診

療
科
の
特
殊
性
に
関
わ
り
な

い
、
す
べ
て
の
患
者
の
〝
基
本

的
医
療
権
〞
と
し
て
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
が
診

療
科
の
風
通
し
を
良
く
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
昔
の
病
院
の
構

造
的
欠
陥
と
い
わ
れ
た
「
診
療

科
別
縦
割
り
専
門
制
」
の
問
題

が
解
消
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
患
者
中
心

の
医
療
提
供
の
起
爆
剤
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
え
ば
、

一
時
代
を
風
靡
し
た
消
化
器

科
、
循
環
器
科
、
呼
吸
器

科
・
・
・
な
ど
と
い
う
細
分
化

し
た
臓
器
別
診
療
科
の
名
称

は
、
い
か
に
も
「
木
を
見
て
森

を
見
ず
」「
病
人
を
診
ず
し
て

病
気
を
診
る
」
の
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
か
ら
、
ど
こ
の
病
院
か

ら
も
す
で
に
消
滅
し
て
い
た
。

代
わ
り
に
「
全
人
科
」「
人
間

科
」
と
か
、
大
昔
に
戻
っ
て

「
内
科
」「
外
科
」
を
標
榜
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。さ
ら
に
、

こ
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
は
病
院
の
み
な
ら

ず
〝
在
宅
Ｎ
Ｓ
Ｔ
〞
と
強
力
な

連
携
を
築
き
上
げ
、
地
域
Ｎ
Ｓ

Ｔ
と
し
て
地
域
医
療
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
貢
献
し
た
の
だ
っ

た
。
だ
か
ら
、
昔
の
よ
う
に

「
栄
養
末
期
」
で
褥
瘡
だ
ら
け
、

在
宅
で
ミ
イ
ラ
の
よ
う
に
な
っ

て
亡
く
な
る
患
者
さ
ん
は
ま
ず

見
か
け
な
く
な
っ
た
。

も
う
ひ
と
つ
、
在
宅
医
療
の

基
盤
整
備
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｔ
化

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ス
ム
ー

ズ
で
小
回
り
の
効
く
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
の
成
功
が
挙
げ
ら
れ

る
。
二
〇
〇
二
年
の
お
サ
ル
先

生
の
往
診
と
い
え
ば
、
狭
い
路

地
と
不
足
す
る
駐
車
場
に
泣
か

さ
れ
て
い
た
が
（
第
二
十
八
話

『
駐
車
場
！
』
の
巻
）、
今
は
違

う
。
市
街
地
の
再
開
発
を
必
要

と
し
な
い
、
生
活
に
や
さ
し
い

軽
便
鉄
道
網
が
狭
い
路
地
の

隅
々
に
ま
で
張
り
巡
ら
さ
れ
、

各
家
庭
の
玄
関
先
ま
で
自
動
運

転
の
ト
ロ
ッ
コ
で
乗
り
付
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ち

ょ
う
ど
第
○
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
を
契
機
に
、
自
動
車
社
会
の

見
直
し
が
迫
ら
れ
、
時
を
同
じ

く
し
て
発
明
さ
れ
た
無
公
害
の

蒸
気
機
関
が
そ
の
ト
ロ
ッ
コ
の

動
力
だ
っ
た
。
今
、
ト
ロ
ッ
コ

は
玄
関
先
ま
で
、と
書
い
た
が
、

も
ち
ろ
ん
要
介
護
者
の
い
る
家

庭
で
は
新
・
介
護
保
険
を
使
っ

て
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
ま
で
引
き
込

む
こ
と
が
可
能
だ
。
こ
の
新
型

の
交
通
シ
ス
テ
ム
の
登
場
に
よ

り
、
お
サ
ル
先
生
の
往
診
は
も

ち
ろ
ん
、
ヘ
ル
パ
ー
や
訪
問
ナ

ー
ス
、
さ
ら
に
は
訪
問
入
浴
ま

で
も
が
、
交
通
渋
滞
も
な
く
、

短
時
間
で
各
家
庭
に
到
着
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
あ
る
日
の
お
サ

ル
先
生
の
往
診
風
景
を
見
て
み

よ
う
。
九
十
歳
の
小
川
さ
ん
は

最
近
よ
く
む
せ
る
よ
う
に
な

り
、
在
宅
Ｎ
Ｓ
Ｔ
言
語
聴
覚
士

の
高
松
さ
ん
が
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ

を
、
同
じ
く
在
宅
Ｎ
Ｓ
Ｔ
栄
養

士
の
安
藤
さ
ん
が
〝
む
せ
予
防

食
〞
の
指
導
の
た
め
に
訪
問
し

て
い
た
が
、
ど
う
も
思
わ
し
く

な
い
。
連
絡
を
受
け
た
お
サ
ル

先
生
が
ト
ロ
ッ
コ
で
往
診
し
、

小
川
さ
ん
の
皮
膚
を
つ
ま
ん
で

み
る
と
張
り
が
な
い
。
今
は
テ

レ
ビ
電
話
に
よ
る
遠
隔
地
医
療

シ
ス
テ
ム
の
お
か
げ
で
患
者
の

顔
色
は
診
察
室
に
居
な
が
ら
に

見
る
こ
と
は
で
き
る
の
だ
が
、

や
は
り
こ
う
い
っ
た
診
察
所
見

は
Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん
だ
時
代
に
こ

そ
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
だ
。
も

し
や
と
思
っ
た
お
サ
ル
先
生

は
、
小
川
さ
ん
に
側
臥
位
を
取

ら
せ
パ
ン
ツ
を
下
げ
て
み
る

と
、
何
と
仙
骨
部
に
今
日
で
は

珍
し
い
〝
褥
瘡
〞
が
！
そ
う
、

改
良
に
よ
り
進
化
し
た
ケ
ア
用

品
と
訪
問
看
護
の
予
防
的
介
入

の
一
般
化
に
よ
り
、
褥
瘡
と
は

予
防
し
う
る
も
の
に
な
っ
て
い

た
の
だ
。「
あ
ら
、
し
ま
っ
た
。

エ
ア
ー
マ
ッ
ト
の
コ
ン
セ
ン
ト

が
抜
け
て
ま
し
た
わ
」と
家
人
。

事
態
を
重
く
み
た
お
サ
ル
先
生

は
、
家
族
に
入
院
Ｎ
Ｓ
Ｔ
と
褥

瘡
集
中
治
療
の
必
要
性
を
納
得

し
て
も
ら
い
、
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト

の
移
動
用
電
子
カ
ル
テ
を
、
医

師
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
オ
ン
ラ

イ
ン
在
宅
医
療
支
援
シ
ス
テ
ム

に
つ
な
ぎ
、
搬
送
先
病
院
の
検

索
と
同
時
に
患
者
搬
送
用
ト
ロ

ッ
コ
の
手
配
を
し
た
。
も
の
の

五
分
で
玄
関
先
に
到
着
し
た
ト

ロ
ッ
コ
を
、
そ
の
ま
ま
寝
室
に

誘
導
し
て
、
小
川
さ
ん
の
ベ
ッ

ド
に
連
結
し
た
。
す
で
に
Ａ

「
全
人
」
病
院
の
在
宅
医
療
支

援
部
に
空
床
が
確
認
さ
れ
、
す

べ
て
の
転
轍
機
は
最
短
距
離
で

病
院
に
辿
り
つ
け
る
よ
う
に
切

り
替
え
が
済
ん
で
い
た
。

今
日
は
午
後
か
ら
オ
フ
な
の

で
お
サ
ル
先
生
も
ト
ロ
ッ
コ
に

同
乗
す
る
こ
と
に
し
た
。
搬
送

用
ト
ロ
ッ
コ
は
、
短
い
汽
笛
を

一
声
発
す
る
と
ゆ
っ
く
り
と
出

発
し
た
。
古
い
街
並
み
を
軽
便

ト
ロ
ッ
コ
は
シ
ュ
ポ
シ
ュ
ポ
と

大
昔
の
汽
車
の
よ
う
な
音
だ
け

立
て
て
風
を
切
っ
て
走
る
。
十

数
台
の
個
人
用
ト
ロ
ッ
コ
と
す

れ
違
う
が
、
う
ま
く
ぶ
つ
か
ら

な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
て
退
避
線
を
駆
け
抜
け
て
行

く
。
小
路
を
抜
け
て
大
通
り
の

専
用
線
に
入
る
と
俄
然
ス
ピ
ー

ド
を
増
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間

に
病
院
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
在

宅
医
療
支
援
部
の
病
室
に
着
い

て
い
た
。
ト
ロ
ッ
コ
が
切
り
離

さ
れ
る
と
、
早
速
、
入
院
Ｎ
Ｓ

Ｔ
の
回
診
が
あ
り
、
引
き
続
く

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
Ｐ
Ｅ
Ｇ

（
ご
存
じ
内
視
鏡
的
胃
瘻
）
の

採
用
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
時

代
は
、
ひ
と
昔
前
と
は
逆
で
、

静
脈
栄
養
点
滴
を
し
て
い
る
人

よ
り
も
Ｐ
Ｅ
Ｇ
か
ら
栄
養
を
入

れ
て
い
る
人
の
方
が
多
い
く
ら

い
だ
か
ら
、
患
者
家
族
も
ふ
た

つ
返
事
で
承
諾
し
た
。
お
サ
ル

先
生
は
い
ま
だ
に
Ｐ
Ｅ
Ｇ
は
ど

う
も
苦
手
な
の
で
、
ひ
と
り
渋

い
顔
を
し
て
い
た
が
、
そ
こ
は

在
宅
Ｎ
Ｓ
Ｔ
瘻
孔
管
理
専
門
ナ

ー
ス
に
任
せ
る
こ
と
に
し
よ

う
、と
納
得
す
る
こ
と
に
し
た
。

◇

新
交
通
シ
ス
テ
ム
は
と
も
か

く
と
し
て
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
は
明
日
に

で
も
実
現
し
た
い
も
の
で
す

ね
、
病
院
長
先
生
殿
。

さ
て
、
こ
の
度
『
Ｐ
Ｅ
Ｇ
を

味
方
に
す
れ
ば
町
医
者
は
病
院

に
負
け
な
い
！
』
と
い
う
、
お

ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
、
人
を
喰
っ

た
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
の
本
を
出

版
い
た
し
ま
し
た
。〝
町
医
者

の
遠
吠
え
〞で
は
あ
り
ま
す
が
、

内
容
は
き
わ
め
て
真
摯
な
も
の

で
す
。
お
サ
ル
先
生
も
登
場
し

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（

h
ttp
://w

w
w
.p
eg
.n
e.jp

）

で
注
文
で
き
ま
す
し
、
金
沢
の

前
田
書
店
で
も
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
買
っ
て
読
ん
で
い
た
だ

け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。



と
違
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
ご
苦
労

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
す
か
。

医
療
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

経
営
な
ど
す
べ
て
自
分
の
責
任

に
お
い
て
判
断
し
、
実
行
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
労
力
が

要
り
ま
す
が
、
自
分
が
選
ん
だ

道
で
す
の
で
、
や
り
が
い
が
あ

り
ま
す
。
私
も
含
め
て
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
基
本
方
針
と
し
て
は
、

常
に
患
者
さ
ん
の
こ
と
を
第
一

に
考
え
、
患
者
さ
ん
の
安
心
と

信
頼
を
得
る
よ
う
に
努
め
る
こ

と
で
す
。

│
美
川
町
の
患
者
さ
ん
の

地
域
特
性
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

や
は
り
お
年
寄
り
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
町
の
東
側
に
は

新
興
住
宅
地
が
多
数
あ
り
ま
す

の
で
、
三
十
歳
か
ら
四
十
歳
代

く
ら
い
の
方
々
も
増
え
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
伴
っ

て
子
ど
も
た
ち
も
増
加
し
て
い

ま
す
。│

ス
タ
ッ
フ
教
育
に
つ
い

て
、
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

ス
タ
ッ
フ
に
は
自
分
の
仕
事

に
対
す
る
使
命
感
や
、
目
的
意

識
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
私
た

ち
が
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
一
人
ひ
と
り
の
患
者

さ
ん
な
の
で
す
か
ら
。

│
ま
ず
、
聖
来
美
ク
リ
ニ

ッ
ク
と
い
う
名
称
の
由
来
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

『C
,est
la
vie

』
と
は
人
生
、

な
る
よ
う
に
な
る
さ
と
い
う
意

味
の
フ
ラ
ン
ス
語
で
す
。「
ど

ん
な
に
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
ま
た
、
人
生
の
ど
ん
底
に

い
る
と
思
え
る
よ
う
な
時
で

も
、
あ
ま
り
深
刻
に
な
ら
ず
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
流
れ
る
場
末
の

酒
場
で
一
杯
飲
め
ば
、
沈
ん
だ

気
分
も
晴
れ
、
明
日
へ
の
希
望

も
湧
い
て
来
る
よ
」
と
い
う
ほ

ど
の
意
味
合
い
で
す
。
『
聖
』

は
聖
な
る
、『
来
』
は
患
者
さ

ん
に
来
て
も
ら
う
、『
美
』
は

美
川
町
か
ら
頂
き
ま
し
た
。

│
で
は
、
先
生
の
ご
開
業

の
動
機
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ

い
。開

業
す
る
三
年
く
ら
い
前
か

ら
、
勤
務
医
と
し
て
常
に
最
先

端
の
医
療
技
術
を
追
い
求
め
る

こ
と
へ
の
閉
塞
感
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
本

当
に
自
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
場
所
で
開
業
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
し
た
。

│
開
業
す
る
と
、
勤
務
医
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渡邊 文生 
先生の巻 

聖来美クリニック 
（美川町・整形外科） 86

今
回
は
、
美
川
町
で
聖
来
美
（
セ
ラ
ヴ
ィ
）
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
開
業
さ
れ
て
い
る
渡
邊
文
生
先
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
渡

邊
先
生
は
大
阪
市
の
ご
出
身
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
自
分

を
必
要
と
し
て
く
れ
る
場
所
と
し
て
こ
の
地
を
選
ば
れ
、
昨

年
五
月
に
開
業
さ
れ
ま
し
た
。
ご
専
門
は
、
整
形
外
科
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
す
。

聖
来
美
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
外
観
は
、
名
前
の
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ

っ
た
り
の
ピ
ン
ク
色
の
建
物
で
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
中
は
、
中

庭
を
取
り
囲
む
よ
う
に
、
待
合
室
、
診
察
室
、
リ
ハ
ビ
リ
室

な
ど
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
待
合
室
に
は
、
お
年
寄
り
に
も

配
慮
さ
れ
た
畳
の
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
先
生
の
や
さ
し
い
イ

メ
ー
ジ
に
マ
ッ
チ
し
た
造
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

【
聞
き
手：

牛
村

繁
／
金
沢
市
・
眼
科
】

小泉首相は弱者のことを考えているのか疑問……と、渡邊文生先生

安
心
で
き
、信
頼
さ
れ
る 

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
め
ざ
し
て 

目
に
見
え
る
も
の
よ
り 

見
え
な
い
も
の
を
大
切
に 

│
先
生
の
趣
味
や
健
康
法

に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

学
生
の
こ
ろ
は
ス
キ
ー
に
よ

く
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
体
を
動
か
す
こ
と
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
医

と
し
て
は
恥
ず
か
し
い
限
り
で

す
。│

先
生
の
ご
家
族
は
。

妻
と
男
の
子
二
人
に
、
最
長

者
の
猫
が
一
匹
お
り
ま
す
。

│
今
回
の
医
療
改
革
案
に

つ
い
て
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す

か
。小

泉
首
相
が
聖
域
な
き
構
造

改
革
を
断
行
す
る
に
あ
た
り
、

大
岡
政
談
の
「
三
方
一
両
損
」

と
い
う
美
談
を
引
用
し
ま
し
た

が
、
今
回
の
医
療
制
度
改
革
に

つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
当
て
は

ま
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
弱
者
の
こ
と
を
考
え
て
い
る

の
か
、
大
変
疑
問
で
す
。

│
こ
れ
か
ら
の
課
題
や
抱

負
に
つ
い
て
、
お
話
し
く
だ
さ

い
。も

っ
と
も
っ
と
地
域
に
密
着

し
、
美
川
町
の
人
々
か
ら
信
頼

さ
れ
、
そ
し
て
愛
さ
れ
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
目
指
し
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
医
療
は
、
患
者
さ

ん
に
感
動
を
与
え
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
目

に
見
え
る
も
の
よ
り
、
目
に
見

え
な
い
も
の
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

│
『
石
川
保
険
医
新
聞
』

は
、
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
か
。

新刊紹介 『医薬品　日本医薬品集』 
～お申し込みは、書店または㈱じほうへ～ 

“ハードディスク完全インストール”タイプCD－ROM 
日本医薬品集DB（Win＆Mac対応） 
簡易院内医薬品集作成機能を搭載！ 
→CD－ROMシステム内に院内医薬品DBを構築し、随時メンテナンス・随時印刷が可能。 

全医家向け医薬品約18,000品目の効能・効果、用法・用

量、使用上の注意（禁忌・副作用等）、薬物動態、臨床

成績など、薬物治療に必要な最新情報を収録した医薬

品事典の最新版です。2001年8月末日データまで収載。 

編集　（財）日本医薬情報センター 
発行　㈱じほう 
定価　書籍のみ23,500円 
 書籍CD－ROMセット 
  42,000円 

※ご購入の方には2002年8月までの新薬情報を電子メールにて無料配信！！ 

㈱じほう　03－3265－7751

し
っ
か
り
と
読
ん
だ
こ
と
は

あ
ま
り
な
い
の
で
す
が
、「
お

訪
ね
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
は
、

開
業
さ
れ
て
間
も
な
い
先
生
方

が
登
場
さ
れ
ま
す
の
で
、
以
前

か
ら
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

も
っ
と
熟
読
し
た
い
と
思
い
ま

す
。（
笑
い
）

│
最
後
に
保
険
医
協
会
の

活
動
に
つ
い
て
一
言
お
願
い
し

ま
す
。

誰
か
に
誘
わ
れ
た
わ
け
で
も

な
い
の
で
す
が
、
自
分
の
判
断

で
入
会
し
ま
し
た
。
実
際
の
と

こ
ろ
、
活
動
に
つ
い
て
は
ま
だ

よ
く
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
。
た

だ
、
月
刊
保
団
連
の
『
医
院
経

営
と
雇
用
管
理
』
は
、
開
業
前

よ
り
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
機
会
が

あ
れ
ば
講
習
会
に
も
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

│
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中庭のある聖来美クリニック

スタッフのみなさんとご一緒に

一角に明るい和室の待合室も
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【
司
会
】
本
日
司
会
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
牛
村
で
す
。
保
険
医

協
会
の
機
関
紙
部
副
部
長
で
、

眼
科
を
開
業
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
深
川
】
金
沢
大
学
の
深
川
で

す
。「
石
川
お
ん
な
の
ス
ペ
ー

ス
」
代
表
で
、
今
日
は
そ
の
立

場
か
ら
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【
広
岡
】
広
岡
で
す
。
県
議
会

議
員
で
す
が
、
今
日
は
「
お
ん

な
の
ス
ペ
ー
ス
」
の
副
代
表
の

立
場
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
行
政
サ
イ
ド
か
ら
み

た
D
V
と
い
う
視
点
で
も
お
話

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
高
松
】
協
会
の
会
長
、
高
松

で
す
。
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
は
ま
だ

深
い
理
解
が
な
い
状
態
で
す
。

協
会
と
し
て
今
後
の
取
り
組
み

方
を
考
え
る
上
で
も
、
今
日
は

よ
り
知
識
を
深
め
る
機
会
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
北
山
】
保
険
医
協
会
機
関
紙

部
員
の
北
山
で
す
。
形
成
外
科

を
主
に
開
業
し
て
い
ま
す
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も

今
思
う
と
、
過
去
に
何
人
か
そ

う
い
う
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し

ゃ
り
、
い
ろ
い
ろ
悩
ん
だ
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

【
平
田
】
歯
科
の
平
田
で
す
。

Ｄ
Ｖ
と
い
う
問
題
を
つ
き
つ
め

ま
す
と
、
私
は
昔
加
害
者
だ
っ

た
の
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

す
。
一
方
で
愛
情
の
裏
付
け
の

あ
る
暴
力
と
そ
う
で
な
い
暴
力

を
同
列
に
論
じ
ら
れ
る
の
か
と

い
う
疑
問
も
正
直
あ
り
ま
す
。

私
は
前
者
だ
っ
た
と
考
え
て
い

る
の
で
す
が
、
今
日
は
こ
の
場

に
い
る
資
格
が
あ
る
の
か
と
思

い
な
が
ら
、
議
論
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
小
島
】
歯
科
の
小
島
で
す
。

「
Ｄ
Ｖ
」
の
言
葉
自
体
は
、
一

カ
月
ほ
ど
前
に
知
り
ま
し
た
。

歯
が
折
れ
た
と
き
な
ど
は
「
ど

う
し
た
の
で
す
か
」
と
は
聞
く

の
で
す
が
、
突
き
詰
め
る
こ
と

は
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
ま
で
深
く

立
ち
入
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
歯
科
医
院
と
い
う
特
性

上
、
他
の
方
と
の
空
間
の
確
保

も
難
し
い
で
す
ね
。
今
後
は
状

況
に
応
じ
て
、
他
の
患
者
さ
ん

と
離
れ
た
場
を
確
保
し
た
り
、

時
間
を
ず
ら
し
た
り
な
ど
、
少

し
配
慮
す
る
必
要
性
が
あ
る
の

か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
司
会
】「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
後
医
療

機
関
に
そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
機
会
も
多
く

な
る
か
と
思
い
ま
す
。そ
の
際
、

医
療
機
関
側
は
ど
う
対
処
し
て

い
け
ば
よ
い
か
、
と
い
う
こ
と

を
知
り
た
い
の
で
す
が
、
ま
ず

Ｄ
Ｖ
の
実
態
と
Ｄ
Ｖ
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
を
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
か
。

【
深
川
】
「
Ｄ
Ｖ
＝
パ
ー
ト
ナ

ー
・
夫
・
恋
人
か
ら
の
暴
力
」

は
、
身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
は

な
く
、
物
に
あ
た
る
、
心
理
的

虐
待
、
経
済
的
支
配
、
性
的
虐

深川　明子氏
（石川おんなのスペース代表・金沢大学教育学部教授）

パートナー・夫・恋人からの暴力 DV
ドメスティック・バイオレンス 

～ DV防止法施行に伴う医療機関の役割 ～ 

パートナー・夫・恋人からの暴力 パートナー・夫・恋人からの暴力 

DV被害者を守るために 

二
〇
〇
〇
〇
二
年
　

新
春
座
談
会

新
春
座
談
会 
二
〇
〇
二
年
　

新
春
座
談
会 

半
数
以
上
の
女
性
が
、 

D
V
の
被
害
者
 

医
療
機
関
と
し
て
、 

D
V
を
ま
ず
知
ろ
う
 

待
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
、
動
物

へ
の
虐
待
な
ど
の
す
べ
て
を
含

め
、
「
暴
力
」
と
い
い
ま
す
。

暴
力
に
は
サ
イ
ク
ル
が
あ
り
、

ま
ず
爆
発
期
。
そ
の
後
と
て
も

優
し
く
な
る
ハ
ネ
ム
ー
ン
期
。

そ
こ
か
ら
時
間
が
た
っ
て
く
る

と
緊
張
が
形
成
さ
れ
、
ま
た
、

暴
力
。
暴
力
の
サ
イ
ク
ル
は
人

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
二
年
、

三
年
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
一
般
的
に
は
、
次
第
に
過

激
と
な
り
、
同
時
に
サ
イ
ク
ル

も
短
く
な
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
、

家
庭
内
の
こ
と
は
表
沙
汰
に
し

た
く
な
い
、
と
い
う
誰
に
で
も

あ
る
気
持
ち
で
す
。
そ
の
上
法

律
も
家
庭
の
中
に
入
ろ
う
と
し

な
か
っ
た
の
で
、
一
層
解
決
を

難
し
く
し
て
き
た
と
い
う
こ
と

が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
女
性

の
立
場
か
ら
い
う
と
、
暴
力
を

受
け
て
も
最
初
は
頻
度
も
少
な

く
我
慢
す
る
。
私
が
好
き
だ
っ

た
人
だ
か
ら
、
私
の
力
で
何
と

か
変
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
ハ
ネ
ム
ー
ン
期
の

こ
の
人
が
本
当
の
姿
で
、
暴
力

を
振
る
う
の
は
本
当
の
姿
で
は

な
い
と
信
じ
よ
う
と
す
る
。
そ

う
し
た
繰
り
返
し
が
解
決
を
難

し
く
し
て
い
る
の
で
す
。

も
う
一
つ
は
離
婚
し
て
し
ま

う
と
、
子
ど
も
が
一
人
親
に
な

る
。
父
親
の
い
な
い
家
庭
は
、

い
い
家
庭
と
は
い
え
な
い
と
い

う
「
父
親
神
話
」
か
ら
抜
け
出

せ
な
く
て
、
そ
れ
も
Ｄ
Ｖ
問
題

を
解
決
す
る
大
き
な
障
害
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
女
性

の
経
済
的
自
立
と
い
う
問
題
も

あ
り
ま
す
。

石川おんなのスペース代表 ・ 金沢大学教育学部教授 

石川おんなのスペース副代表 ・ 石川県議会議員 

石川県保険医協会会長／金沢市 ・ 内科 

石川県保険医協会理事・機関紙部副部長／金沢市・眼科 

石川県保険医協会理事／野々市町・歯科 

石川県保険医協会理事／内灘町・歯科 

石川県保険医協会・機関紙部員／金沢市・形成外科 

石川県保険医協会理事・機関紙部部長／金沢市・外科 

座談会出席者 
深川　明子氏 

広岡　立美氏 

高松　弘明 

【司会】牛村　　繁 

平田　米里 

小島　　登 

北山　吉明 

【まとめ】大平　政樹 

（順不同） 

【
司
会
】
Ｄ
Ｖ
の
発
生
数
は
全

国
で
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
で
す

か
。

【
広
岡
】
一
九
九
九
年
秋
に
総

理
府
男
女
共
同
参
画
室
が
二
十

歳
以
上
の
男
女
四
千
五
百
人
を

対
象
に
し
た
調
査
で
は
、「
命

の
危
険
を
感
じ
る
く
ら
い
の
暴

行
」
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
と

回
答
し
て
い
る
女
性
が
、
四
・

六
％
い
ま
す
。
金
沢
市
の
調
査

で
は
五
・
二
％
で
、
金
沢
市
の

方
が
や
や
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。「
医
師
の
治
療
が
必
要
に

な
る
ほ
ど
の
暴
行
を
受
け
た
」

が
、
全
国
で
四
％
、
金
沢
市
で

四
・
三
％
で
す
。
暴
力
の
頻
度

で
す
が
「
週
に
一
回
程
度
」
が

一
二
・
七
％
、
「
週
に
数
回
」

が
二
〇
・
六
％
、「
毎
日
」
が

二
二
・
二
％
、
合
計
す
る
と
半

数
以
上
で
す
。

【
平
田
】
一
口
に
暴
力
と
言
い

ま
す
が
、
そ
の
定
義
は
何
で
し

ょ
う
。
例
え
ば
大
声
で
怒
鳴
ら

れ
た
こ
と
も
暴
力
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
深
川
】
大
声
で
怒
鳴
ら
れ
た

こ
と
を
暴
力
と
認
識
す
る
か
し

な
い
か
は
、
回
答
者
の
意
識
の

問
題
で
、
そ
の
人
が
ど
う
受
け

取
っ
た
か
に
よ
り
ま
す
。
た
だ

大
抵
の
場
合
、
大
声
を
上
げ
る

だ
け
で
止
ま
る
人
は
い
な
い
よ

う
で
す
。
殴
る
蹴
る
の
身
体
的

な
暴
力
と
、
精
神
的
な
も
の
が

両
方
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
ま
す
。

【
広
岡
】
警
察
の
統
計
か
ら
拾

う
と
、
女
性
で
殺
さ
れ
た
方
の

う
ち
、
年
間
大
体
百
人
を
超
え

る
方
が
Ｄ
Ｖ
で
殺
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
と
て
も
深
刻
な
問

題
で
す
。

【
司
会
】
Ｄ
Ｖ
の
起
こ
る
背
景

を
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

【
深
川
】
な
ぜ
暴
力
が
起
こ
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
女
性

側
か
ら
す
る
と
女
性
に
対
す
る

性
差
別
と
い
う
か
、
女
性
蔑
視

が
根
本
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
結
婚
し
て
し
ま
っ
た
ら
俺
の

も
の
」
と
い
う
考
え
が
男
性
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
う
し
た
根
強
い
男

性
の
偏
見
こ
そ
が
、
女
性
の
人

権
を
損
ね
て
い
る
と
私
た
ち
は

考
え
、
そ
れ
が
Ｄ
Ｖ
の
一
番
大

き
な
元
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
忘
れ

て
な
ら
な
い
の
が
、
子
ど
も
も

巻
き
込
ま
れ
て
い
る
実
態
で

す
。
金
沢
市
の
調
査
で
は
、
Ｄ

Ｖ
被
害
家
庭
の
三
分
の
一
が
、

子
ど
も
も
被
害
を
受
け
て
い
ま

（
10
面
に
続
く
）

高松　弘明
（石川県保険医協会会長／金沢市・内科）
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す
。
子
ど
も
も
直
接
被
害
者
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

【
広
岡
】
こ
れ
は
金
沢
市
の
場

合
で
す
が
、
日
本
全
体
で
は
被

害
家
庭
の
七
割
で
す
。

【
平
田
】
Ｄ
Ｖ
を
す
る
夫
、
受

け
る
妻
と
い
う
中
に
共
通
し
た

イ
メ
ー
ジ
像
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

【
深
川
】
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

【
平
田
】
被
害
者
の
ア
ン
ケ
ー

ト
ば
か
り
で
な
く
、
加
害
者
側

の
事
情
も
考
え
な
い
と
、
一
致

す
る
解
決
点
が
見
出
せ
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

【
広
岡
】
以
前
は
そ
の
視
点
か

ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た

が
、
結
果
と
し
て
被
害
を
受
け

た
人
が
全
然
救
わ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
被
害
を
受
け
た
女
性
が

逃
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

は
、
と
て
も
お
か
し
い
こ
と
で

す
。

【
平
田
】
Ｄ
Ｖ
の
引
き
金
と
し

て
、
妻
の
側
に
原
因
は
な
い
の

で
す
か
。

【
広
岡
】
Ｄ
Ｖ
に
対
す
る
ス
タ

ン
ス
の
問
題
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
被

害
者
が
救
わ
れ
る
の
か
、
と
い

う
視
点
で
動
い
て
い
ま
す
。
弱

者
、
被
害
者
の
視
点
で
す
。
子

ど
も
、
老
人
、
女
性
。
社
会
を

二
〇
〇
一
年
十
月
に
 

D
V
法
が
施
行
 

取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し

て
、
弱
者
に
様
々
な
犠
牲
を
強

い
て
い
ま
す
。
彼
ら
を
ど
う
救

う
か
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し

な
い
と
、
誰
も
救
え
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
人
権
を

守
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
ろ

ん
な
意
味
で
女
性
と
男
性
の
立

場
が
対
等
だ
と
言
え
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

【
平
田
】
年
齢
層
に
よ
る
違
い

と
い
う
も
の
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

【
深
川
】
今
の
若
い
人
た
ち
は

わ
り
あ
い
保
守
的
で
す
。
で
も

Ｄ
Ｖ
被
害
に
遭
っ
て
大
変
だ
と

分
か
る
と
、
若
い
が
故
に
決
断

し
、
別
れ
る
人
も
多
い
わ
け
で

す
。
一
方
、
婦
人
相
談
所
で
は

最
近
、
六
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

の
相
談
が
大
変
多
い
そ
う
で

す
。
ず
っ
と
Ｄ
Ｖ
被
害
に
遭
っ

て
い
て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く

な
り
相
談
に
来
る
。
子
ど
も
の

た
め
に
と
か
、
私
が
我
慢
す
れ

ば
い
い
と
か
、
あ
る
い
は
経
済

的
に
も
一
人
で
は
食
べ
て
い
け

な
い
か
ら
と
、耐
え
に
耐
え
て
、

で
も
も
う
我
慢
で
き
な
く
な
っ

て
相
談
に
来
る
と
い
う
ケ
ー
ス

で
す
。
そ
の
意
味
で
の
世
代
間

の
違
い
は
あ
り
ま
す
。

【
北
山
】
こ
の
Ｄ
Ｖ
の
運
動
は

最
初
ど
こ
か
ら
起
こ
っ
て
き
た

の
で
す
か
。

【
深
川
】
ア
メ
リ
カ
で
の
取
り

組
み
が
早
く
、
二
十
年
く
ら
い

前
か
ら
で
す
。
一
九
九
五
年
に

北
京
で
「
世
界
女
性
会
議
」
が

あ
っ
て
、
特
に
女
性
の
受
け
る

暴
力
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
大
き

な
契
機
に
な
り
ま
し
た
。
五
年

ご
と
な
の
で
、
昨
年
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
し
た
。世
界
規
模
で
、

Ｄ
Ｖ
の
研
究
と
か
、
被
害
者
の

調
査
、
支
援
活
動
の
充
実
、
Ｄ

Ｖ
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
教
育

の
必
要
性
と
か
が
討
議
さ
れ
、

い
ろ
い
ろ
な
国
で
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

【
司
会
】
そ
れ
で
は
「
Ｄ
Ｖ
防

止
法
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
け
ま
す
か
。

【
広
岡
】「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」
は
、

正
確
に
は
「
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」と
い
い
ま
す
。

国
会
で
超
党
派
の
女
性
議
員
た

ち
が
作
り
ま
し
た
。
被
害
者
を

ど
う
保
護
す
る
か
と
い
う
観
点

で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。「
接
近

禁
止
」「
保
護
命
令
」
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
、そ
れ
に
基
づ
き
、

直
接
的
処
罰
も
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
二
〇
〇
一
年
十
月
十
三

日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
残
念

な
の
は
Ｄ
Ｖ
の
問
題
は
民
間
が

貢
献
で
き
る
部
分
が
と
っ
て
も

【司会】牛村　繁
（石川県保険医協会理事・機関紙部副部長／金沢市・眼科）

（
９
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多
い
の
に
、
法
律
で
は
そ
れ
が

ま
だ
ま
だ
未
整
備
な
の
で
す
。

そ
う
し
た
意
味
で
は
不
十
分
な

法
律
だ
と
思
い
ま
す
。

【
深
川
】
前
文
に
「
暴
力
は
犯

罪
で
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
た
の

で
す
。
多
く
の
方
の
認
識
を
高

め
る
意
味
で
は
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
が
、
確
か
に

使
い
勝
手
は
あ
ま
り
よ
く
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。

【
司
会
】
被
害
を
受
け
た
女
性

は
ど
う
い
う
形
で
、
そ
の
法
律

を
適
用
さ
れ
る
の
で
す
か
。

【
深
川
】「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」
の
保

護
の
流
れ
は
、
大
き
く
三
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
暴
力
の
相

談
を
し
た
い
と
き
は
警
察
か
婦

人
相
談
所
で
す
。
夫
か
ら
一
時

的
に
逃
れ
た
い
場
合
は
婦
人
相

談
所
を
経
て
保
護
施
設
に
入
り

ま
す
。
夫
が
近
寄
っ
て
こ
な
い

よ
う
に
保
護
命
令
の
申
し
立
て

を
行
う
と
き
は
地
方
裁
判
所
へ

行
き
ま
す
。
た
だ
、
場
合
に
よ

っ
て
は
公
証
人
役
場
へ
出
か
け

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
体
も
心

も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
る
人

間
に
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
行

っ
て
こ
い
と
い
う
。
こ
れ
で
は

法
律
の
精
神
が
生
か
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

【
司
会
】「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」
が
で

き
て
も
、
あ
ま
り
よ
く
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
か
。

【
深
川
】
不
備
な
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
す
が
運
用
の
仕
方
に
よ
っ

て
は
、
被
害
者
に
有
益
に
働
く

と
思
い
ま
す
。
現
在
、
私
た
ち

も
婦
人
相
談
所
や
関
係
諸
機
関

と
い
ろ
い
ろ
連
絡
を
と
っ
て
活

動
を
し
て
い
る
の
で
、
運
用
面

で
お
互
い
の
分
担
、
関
係
を
き

ち
ん
と
整
理
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。

暴
力
の
な
い
社
会
と
 

被
害
者
支
援
を
 

【
司
会
】「
石
川
お
ん
な
の
ス
ペ

ー
ス
」
と
い
う
名
称
を
初
め
て

聞
く
の
で
す
が
、
今
ま
で
ど
う

い
う
活
動
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た

の
で
す
か
。

【
深
川
】「
石
川
お
ん
な
の
ス
ペ

ー
ス
」
は
二
〇
〇
〇
年
の
四
月

か
ら
準
備
を
進
め
て
、
六
月
に

発
足
し
ま
し
た
。
モ
ッ
ト
ー
は

「
Ｄ
Ｖ
の
な
い
社
会
、
子
ど
も

も
女
性
も
安
心
し
て
安
全
に
住

め
る
家
庭
を
、
社
会
を
」
で
、

そ
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を

考
え
て
い
ま
す
。
一
つ
は
啓
蒙

活
動
で
、
講
演
会
あ
る
い
は
学

習
会
な
ど
を
開
い
て
、
い
ろ
ん

な
方
に
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
た
だ
く
努
力
を
し
て
い
ま

す
。
も
う
一
つ
は
実
際
に
被
害

に
あ
っ
た
方
を
支
援
す
る
活
動

で
す
。
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
の
電

話
相
談
、
そ
れ
と
命
の
危
険
を

感
じ
て
い
る
方
を
一
時
保
護
す

る
シ
ェ
ル
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。

い
ろ
ん
な
取
り
組
み
を
通
し
て

自
立
を
支
え
る
試
み
も
や
っ
て

い
ま
す
。

【
広
岡
】
県
外
へ
逃
げ
て
行
く

方
の
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
も

乗
っ
て
い
ま
す
。
県
外
か
ら
来

る
方
も
い
ま
す
。
子
ど
も
の
学

校
の
問
題
も
あ
り
ま
す
し
、
経

済
的
な
問
題
、
住
む
場
所
、
職

探
し
と
か
、
生
活
に
か
か
わ
る

す
べ
て
の
こ
と
が
相
談
内
容
と

（
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面
に
続
く
）

D.V. （ドメスティック・バイオレンス） 
─パートナー（夫・恋人）からの暴力─ 

□身体的暴力 
　なぐる。ける。物をぶつける。など 
□物にあたる 
　家具などをこわす、割る、燃やす。など 
□心理的虐待 
　無視する。無能、役立たずとののしる。しっと深い。おどす。 
　行動を監視、追跡する。つきまとい、いやがらせする。など 
□経済的支配 
　生活費を渡さない。仕事をさせない。自由に外出させない。 
　家庭の細事まで指示する。など 
□性的虐待 
　性行為の無理じい。など 
□子どもへの虐待 
　しつけといって体罰、暴行する。食事を与えない。など 
□動物への虐待 
　ペットをなげつける。ころす。など 

爆発期 
（暴力が起こる） 

緊張形成期 
（張り詰めた期間） 

開放期 
（ハネムーン期） 

※暴力にはサイクルがあります。図のように3つ
のステージを繰り返しながら、次第に過激さを
増し、周期も加速していきます。 

暴力のサイクル「力による支配」 
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し
て
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

【
司
会
】
今
ま
で
相
談
に
来
ら

れ
た
被
害
者
の
方
は
ど
の
く
ら

い
で
す
か
。

【
深
川
】
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
引

い
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
の
十
一

月
二
十
五
日
で
、
大
体
一
年
た

っ
て
い
ま
す
が
、
電
話
で
は
一

回
に
一
件
か
二
件
、
話
が
長
く

な
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
時
間

が
来
て
し
ま
い
ま
す
。

【
広
岡
】
一
回
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
が
二
時
間
で
す
。
ま
だ
人
手

不
足
も
あ
っ
て
、
第
二
・
第
四

の
月
曜
日
と
土
曜
日
の
午
前
十

時
か
ら
十
二
時
だ
け
実
施
し
て

い
ま
す
。
話
す
こ
と
で
自
分
で

道
を
見
つ
け
ら
れ
る
方
も
い
ま

す
の
で
、
そ
の
方
は
電
話
で
終

わ
り
に
な
り
ま
す
。
県
外
の
民

間
シ
ェ
ル
タ
ー
か
ら
の
相
談
も

あ
り
ま
す
。

（
10
面
の
続
き
）

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
 

知
っ
て
い
れ
ば
…
 

【
司
会
】
医
療
機
関
側
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
Ｄ
Ｖ
に
ま
つ
わ
る

経
験
を
話
し
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

DVと医療機関の対応策を中心に、2時間、話し合われた座談会

【
北
山
】
私
の
経
験
か
ら
、
受

診
さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
は
大
き

く
分
け
て
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
、
暴
力
を
受

け
た
と
非
常
に
は
っ
き
り
言
う

方
、
も
う
一
つ
の
タ
イ
プ
は
、

ち
ょ
っ
と
お
酒
を
飲
ん
で
い
た

の
で
と
か
、
曖
昧
な
言
い
方
を

す
る
方
。
前
者
の
方
は
今
後
の

こ
と
も
含
め
自
分
の
意
見
を
毎

回
き
ち
ん
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

僕
が
答
え
る
と
い
っ
て
も
「
そ

う
で
す
か
、
大
変
で
す
ね
」
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
か
っ
た
。

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
あ
る
と
知
っ

て
い
れ
ば
、相
談
し
な
さ
い
と
、

サ
ポ
ー
ト
は
で
き
た
で
し
ょ
う

が
・
・
・
。

暴
力
的
か
ど
う
か
は
 

周
り
か
ら
見
え
に
く
い

【
高
松
】
私
の
と
こ
ろ
は
二
人

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
一
人

は
六
十
歳
く
ら
い
で
す
。
旦
那

さ
ん
は
酒
、
バ
ク
チ
。
し
か
も

ア
ル
コ
ー
ル
性
の
肝
硬
変
の
か

な
り
末
期
で
、
病
院
通
い
を
し

て
い
る
。
昔
か
ら
大
変
な
暴
力

に
あ
っ
て
、
殴
る
蹴
る
さ
れ
て

今
日
ま
で
来
て
い
ま
し
た
。
今

は
病
気
の
悪
化
で
立
場
が
逆
転

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
か
わ

い
く
て
別
れ
な
か
っ
た
と
、
言

わ
れ
る
と
お
り
の
理
由
で
す
。

穏
や
か
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す

が
、
殺
し
て
や
ろ
う
か
と
何
度

思
っ
た
か
分
か
ら
な
い
と
言
い

ま
す
。

も
う
一
人
は
後
妻
で
、
夫
と

前
妻
の
子
ど
も
全
員
か
ら
や
ら

れ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
殴
ら
れ
て
、
何
度
も
私
の

と
こ
ろ
へ
来
ま
し
た
。
今
ま
で

警
察
、
民
生
委
員
に
も
言
い
ま

し
た
が
、
彼
ら
も
ど
う
し
た
ら

い
い
か
分
か
ら
な
い
。
あ
な
た

に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

は
と
い
う
こ
と
で
、
い
つ
も
話

が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
夫
の
方
で
す
が
、
周

り
か
ら
見
る
と
、
と
て
も
暴
力

を
振
る
う
よ
う
に
は
見
え
な
い

ん
で
す
。

最
近
も
う
一
例
あ
っ
て
、
こ

れ
は
若
い
夫
婦
で
す
。
多
重
人

格
者
の
よ
う
な
男
性
で
、
妻
に

甘
え
て
ベ
ッ
タ
リ
の
幼
児
に
な

被
害
者
の
立
場
で
 

医
療
機
関
の
協
力
を
 

っ
て
し
ま
う
。
会
社
へ
行
く
と

普
通
に
や
っ
て
い
る
の
で
、
会

社
側
で
は
ま
っ
た
く
分
か
り
ま

せ
ん
。
家
で
は
物
を
投
げ
つ
け

た
り
す
る
。
と
う
と
う
女
性
は

逃
げ
出
し
ま
し
た
。

【
平
田
】
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
実

態
と
い
う
の
は
ど
ん
な
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
。

【
深
川
】
電
話
で
相
談
す
る
場

合
と
、
実
際
に
そ
の
方
と
面
接

す
る
場
合
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
危
険
だ
と
思
っ
た
ら
、
シ

ェ
ル
タ
ー
へ
来
て
い
た
だ
く
。

そ
れ
は
場
合
に
よ
り
ま
す
。

【
広
岡
】
当
事
者
の
思
い
が
第

一
で
す
。
こ
ち
ら
か
ら
あ
あ
し

た
ら
い
い
、
こ
う
し
た
ら
い
い

と
は
言
わ
な
い
。
当
事
者
が
ど

う
し
た
い
か
が
ま
ず
第
一
で
、

そ
れ
に
沿
っ
て
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
を
し
ま
す
。

【
北
山
】
児
童
虐
待
の
場
合
は
、

話
は
か
な
り
変
わ
っ
て
き
ま

命
に
か
か
わ
る
場
合
、 

ま
ず
〝
通
報
〞
を
 

す
。
こ
ち
ら
が
積
極
的
に
見
つ

け
出
し
て
い
か
な
い
と
救
わ
れ

な
い
か
ら
・
・
・
。
Ｄ
Ｖ
の
場

合
は
、
そ
こ
ま
で
積
極
的
に
救

い
出
そ
う
と
し
な
く
て
も
い
い

の
で
す
か
。
僕
た
ち
は
や
っ
ぱ

り
最
前
線
に
い
る
気
が
し
ま

す
。
歯
科
も
そ
う
で
す
が
、
顔

面
な
ど
の
外
傷
を
た
く
さ
ん
扱

う
の
で
・
・
。
医
者
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
に
つ
い
て
、「
お
ん

な
の
ス
ペ
ー
ス
」の
立
場
か
ら
、

ご
意
見
は
あ
り
ま
す
か
。

【
深
川
】
Ｄ
Ｖ
被
害
を
受
け
た

方
が
、
一
番
最
初
に
タ
ッ
チ
さ

れ
る
の
は
お
医
者
様
だ
と
い
う

こ
と
は
、
本
当
に
そ
う
だ
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
Ｄ
Ｖ
に

関
し
て
認
識
し
た
上
で
、
ご
協

力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
受
診
す
る
方
、
病
院
に
来

る
方
は
殴
ら
れ
て
苦
し
ん
で
い

る
の
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
心

も
病
ん
で
い
る
ん
で
す
ね
。
そ

れ
を
ま
ず
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
ん
で
す
。

【
司
会
】
私
は
眼
科
で
す
が
、

以
前
、
目
の
周
り
を
真
っ
黒
に

し
て
来
ら
れ
た
女
性
の
患
者
さ

ん
が
い
ま
し
た
。
特
に
眼
球
に

は
異
常
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
三
カ
月
後
に
今
度
は

反
対
の
目
の
周
り
を
真
っ
黒
に

し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
結
局
四

回
同
じ
よ
う
に
目
の
周
り
を
黒

く
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
が
、今
、

思
う
と
そ
れ
が
Ｄ
Ｖ
だ
っ
た
の

か
な
と
・
・
・
。
本
人
は
全
然

殴
ら
れ
た
と
言
わ
な
い
の
で
す

が
、
そ
の
と
き
に
「
ど
う
し
た

の
で
す
か
。
殴
ら
れ
た
の
で
す

か
」
と
は
聞
か
な
い
方
が
い
い

わ
け
で
す
ね
。

【
深
川
】
本
人
が
言
わ
な
い
限

り
は
・
・
・
。
心
が
整
理
さ
れ

て
い
な
い
の
に
、
他
人
に
入
ら

れ
る
と
シ
ョ
ッ
ク
だ
と
思
う
の

で
、
そ
こ
は
大
事
に
し
て
あ
げ

て
欲
し
い
で
す
。

【
司
会
】
失
明
し
た
と
き
に
は

誰
が
加
害
者
か
が
問
題
に
な
り

ま
す
ね
。
ど
う
対
処
す
れ
ば
い

い
の
で
す
か
。

【
深
川
】
普
通
は
「
Ｄ
Ｖ
で
な

い
の
で
す
か
」
と
尋
ね
て
「
そ

う
だ
」
と
な
っ
た
ら
、「
婦
人

相
談
所
や
警
察
へ
連
絡
し
て
も

い
い
で
す
か
」
と
本
人
に
聞
き

ま
す
。
そ
の
上
で
「
い
い
」
と

答
え
れ
ば
連
絡
し
ま
す
。「
い

や
」
と
言
っ
て
も
命
に
関
わ
り

そ
う
だ
と
か
、
危
険
だ
と
お
医

者
さ
ん
の
立
場
で
判
断
さ
れ
た

場
合
に
は
、
そ
の
限
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
被
害
者
の
明
示

の
同
意
が
確
認
で
き
な
い
と
き

で
も
、
通
報
で
き
る
こ
と
は
当

然
で
あ
る
」
と
書
い
て
あ
り
ま

（
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す
。
医
師
と
し
て
は
、
こ
こ
ま

で
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。

【
司
会
】
医
者
が
ど
こ
ま
で
立

ち
入
る
か
と
い
う
の
は
、
難
し

い
で
す
ね
。

【
深
川
】
当
事
者
の
気
持
ち
を

大
事
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
一

番
で
す
。「
あ
ん
た
も
悪
い
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

「
一
発
や
十
発
、
私
だ
っ
て
殴

ら
れ
た
。
我
慢
し
た
ら
い
い
」

な
ど
、
相
談
に
行
っ
た
民
生
委

員
に
言
わ
れ
た
と
い
う
話
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
被
害

者
が
一
歩
踏
み
出
し
て
相
談
し

よ
う
と
思
う
そ
の
と
き
に
、

「
あ
ん
た
も
悪
い
」
と
言
わ
れ

る
と
本
当
に
落
ち
込
ん
で
し
ま

う
ん
で
す
。
そ
れ
を
二
次
被
害

と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

無
神
経
な
言
葉
を
控
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
高
松
】
女
性
側
が
人
権
意
識

を
持
っ
て
、
こ
の
問
題
を
早
く

認
識
し
て
我
々
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
の
が
、
最
も
大
切
で
す

ね
。
最
初
か
ら
こ
ち
ら
が
突
っ

込
む
と
逆
効
果
に
な
り
か
ね
な

い
か
ら
・
・
・
。

【
北
山
】
二
次
被
害
と
言
わ
れ

る
と
、
グ
サ
ッ
と
き
ま
す
。
迂

闊
に
話
せ
な
く
な
る
。
力
に
な

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
は
い
っ
ぱ

い
あ
る
が
、
主
導
型
で
は
な
い

で
す
か
ら
ね
。
医
者
は
考
え
方

が
主
導
型
で
す
よ
ね
。
患
者
さ

ん
を
治
す
と
い
う
立
場
で
す
か

ら
、
自
分
が
メ
イ
ン
で
動
こ
う

と
す
る
傾
向
が
あ
る
ん
で
す
。

そ
れ
を
抑
え
な
が
ら
被
害
者
の

考
え
を
で
き
る
だ
け
サ
ポ
ー
ト

す
る
よ
う
に
動
く
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

【
司
会
】
シ
ェ
ル
タ
ー
は
金
沢

に
あ
る
の
で
す
か
。

【
広
岡
】
は
い
。
県
内
に
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
。

【
北
山
】
ち
ょ
っ
と
話
が
戻
り

ま
す
が
、
問
題
を
被
害
者
側
に

絞
る
の
で
は
な
く
て
、
被
害
者

と
加
害
者
を
ペ
ア
に
し
て
、
そ

の
中
で
解
決
す
る
と
い
う
視
点

も
必
要
だ
と
感
じ
る
の
で
す

が
・
・
・
。
加
害
者
側
に
対
す

る
相
談
窓
口
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
そ
こ
は
紹
介
さ
れ
た
り
は

し
な
い
の
で
す
か
。

【
広
岡
】
そ
こ
ま
で
は
手
が
回

ら
な
い
で
す
。
被
害
を
受
け
て

い
る
方
の
問
題
が
大
き
い
の

で
、
と
に
か
く
そ
ち
ら
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は

二
十
年
前
か
ら
対
策
を
い
ろ
い

ろ
や
っ
て
い
て
、
加
害
者
で
あ

る
男
性
が
立
ち
直
る
た
め
の

「
加
害
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ

り
ま
す
。
結
構
大
変
な
も
の
ら

し
い
で
す
。
そ
れ
を
や
っ
た
と

し
て
も
立
ち
直
る
割
合
は
一
割

い
な
い
の
が
現
実
だ
そ
う
で

す
。

【
深
川
】
精
神
的
に
も
身
体
的

に
も
、
と
に
か
く
暴
力
が
ひ
ど

い
の
で
、
女
性
が
結
局
、
自
分

を
守
る
た
め
に
殺
人
を
犯
す
ケ

ー
ス
も
、
少
な
い
で
す
が
あ
り

ま
す
。
裁
判
に
な
っ
て
い
る
例

も
あ
り
、
救
済
の
た
め
の
署
名

活
動
な
ど
も
や
っ
て
い
ま
す
。

【
司
会
】
保
険
医
協
会
が
「
お

ん
な
の
ス
ペ
ー
ス
」
に
協
力

で
き
る
こ
と
と
し
て
は
、
ま

ず
理
解
あ
る
医
療
機
関
を
紹

介
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

【
深
川
】
そ
う
で
す
ね
。
繰
り

返
し
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の

先
生
方
に
Ｄ
Ｖ
に
対
し
て
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
少
な

く
と
も
二
次
被
害
を
受
け
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
気
を
配
っ
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
と
、
で
き

れ
ば
こ
の
先
生
な
ら
と
い
う
先

生
方
を
紹
介
い
た
だ
い
て
、
そ

う
い
う
先
生
を
ど
ん
ど
ん
増
や

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
医
療
機
関
と
警

察
、
婦
人
相
談
所
、
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
連
絡
で
き
る
体
制

作
り
を
し
て
、
お
互
い
に
情
報
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会
員
の
先
生
に
は
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
お
送
り
し
ま
し
た
が
、追
加
が
必
要
な
方
は

事
務
局
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。
 

もし、あなたが夫や恋人から暴力を受けていたら… 

石川おんなのスペース 
傷ついた体と心をいやし、再スタートするためのサポート、女性の側にたった支援をします。 

HOT 
LINE

1076‐222‐8868
ホットライン ： 第2・第4／月・土曜日AM１０：００～１２：００ 
（あなたの意思と選択を尊重し、プライバシーや秘密を厳守します） 

それは「あなたが悪いから」ではありません。 

だいじょうぶ、あなたは一人ではありません。 

だから、ひとりで悩まないで…。 

弱
者
の
視
点
に
立
っ
て
 

人
権
が
守
ら
れ
る
社
会
を

（
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交
換
を
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
保
険
医

協
会
に
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
理
解
と
知
識
を
持
っ
た
理

事
の
方
、
あ
る
い
は
事
務
局
の

方
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
形
は

可
能
で
し
ょ
う
か
。

【
小
島
】
即
答
で
き
ま
せ
ん
が
、

理
事
会
の
中
で
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
広
岡
】
私
た
ち
も
二
〇
〇
〇

年
か
ら
現
状
を
知
る
こ
と
よ
り

始
め
ま
し
た
。
先
ほ
ど
高
松
先

生
が
失
敗
例
を
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
が
、
私
た
ち
も
よ
く
失
敗

を
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
相
談

に
来
ら
れ
た
後
、「
あ
の
と
き
、

あ
ん
な
こ
と
を
言
わ
な
け
れ
ば

よ
か
っ
た
」
と
か
「
こ
う
言
え

ば
よ
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
失
敗
の
中

で
、
私
た
ち
自
身
、
少
し
ず
つ

勉
強
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で

す
。

【
司
会
】
最
後
に
皆
さ
ん
に
本

日
の
座
談
会
で
の
感
想
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
小
島
】
医
療
機
関
と
し
て
は
、

二
次
被
害
を
起
こ
さ
な
い
た
め

必
要
以
上
に
深
く
詮
索
し
な
い

方
が
い
い
か
な
と
感
じ
ま
し

た
。
医
療
行
為
自
体
は
ゆ
と
り

を
持
っ
て
配
慮
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
歯
科
と
し
て
チ

ー
ム
を
何
人
か
で
作
り
、
各
地

区
に
い
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
何

と
か
な
る
の
で
は
な
い
か
と
も

思
い
ま
す
。

【
深
川
】
心
強
い
ご
提
案
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
保
険
医

協
会
に
は
昨
年
、
私
た
ち
の
活

動
を
『
石
川
保
険
医
新
聞
』
に

大
き
く
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、

本
日
の
よ
う
な
機
会
を
得
た
わ

け
で
す
。
保
険
医
協
会
の
お
名

前
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正

直
、
こ
ん
な
に
素
敵
な
先
生
方

が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
団

体
だ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
高
松
】
大
切
な
の
は
Ｄ
Ｖ
の

中
で
最
も
傷
つ
き
、
被
害
者
と

な
っ
て
い
る
女
性
の
視
点
か

ら
、
も
の
を
考
え
る
こ
と
で
す

ね
。
被
害
者
の
叫
び
を
聞
く
耳

を
医
者
も
持
た
な
く
て
は
い
け

な
い
の
だ
、そ
う
感
じ
ま
し
た
。

結
局
、
Ｄ
Ｖ
に
し
て
も
児
童
虐

待
に
し
て
も
、
基
本
は
人
権
を

守
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま

す
。
患
者
の
視
点
、
弱
者
の
視

点
、
こ
れ
は
、
医
師
の
仕
事
の

基
本
で
あ
り
、
保
険
医
協
会
の

目
的
そ
の
も
の
で
す
。今
後
も
、

ご
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。

小島　登
（石川県保険医協会理事／内灘町・歯科）

北山　吉明
（機関紙部員／金沢市・形成外科）
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粟
野
　
利
雄 

（
金
沢
市
・
内
科
） 

押
水
町

押
水
町
を
訪
ね
て 

押
水
町
を
訪
ね
て 

その12

絶
景
の
宝
達
山 

そ
の
恵
み
に
触
れ
て 

館長さんが屋敷内を自ら説明

入口から喜多家は見えない

別棟の資料館も見応え十分

喜多家

この川の下を車が走っているとは…

このトンネルの上に、上の写真の川が流れている

宝達山山頂から北アルプスを望む

反対側では日本海が一望できる山頂にある「山の竜宮城」

宝達駅前にある松月堂

本物のくず湯 明るい店内で一服

小
春
日
和
の
晩
秋
の
正
午
、

お
な
じ
み
、
事
務
局
の
杉
野
氏

と
と
も
に
、
押
水
町
に
車
を
走

ら
せ
た
。
一
時
間
も
過
ぎ
る
こ

と
な
く
、
ま
ず
は
最
初
の
訪
問

地
、
喜
多
家
に
到
着
。
押
水
町

北
川
尻
、
Ｊ
Ｒ
免
田
駅
か
ら
徒

歩
十
分
、
能
登
有
料
道
路
米
出

Ｉ
Ｃ
よ
り
車
で
二
分
の
道
の

り
。加

賀
百
万
石
を
支
え
た
十
村

役
の
筆
頭
の
家
を
当
時
そ
の
ま

ま
の
形
で
現
存
し
て
い
る
。
十

の
村
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
大

庄
屋
か
ら
奉
行
、
代
官
所
の
役

を
こ
な
し
、
二
百
カ
村
以
上
を

治
め
、
二
千
三
百
石
余
り
を
有

し
た
旧
家
で
あ
る
。

入
り
口
で
七
百
円
の
入
場
料

を
支
払
う
と
、
ご
主
人
が
付
き

っ
き
り
の
説
明
を
し
て
く
れ

る
。
木
曜
と
い
う
平
日
だ
か
ら

か
、
お
客
は
わ
れ
わ
れ
二
人
の

み
。
付
属
す
る
資
料
館
「
喜
多

蔵
」
へ
も
入
場
す
る
こ
と
が
で

き
、
決
し
て
高
く
な
い
料
金
で

あ
る
。

十
村
役
の
住
居
で
あ
る
た

め
、
私
用
の
部
分
と
公
用
部
分

が
一
つ
の
建
物
の
中
に
混
在
し

て
お
り
、
主
屋
は
切
妻
造
り
、

妻
入
り
で
、
正
面
だ
け
で
も
式

台
、
小
式
台
、
玄
関
、
内
玄
関

と
四
つ
の
入
り
口
が
あ
る
。
巡

見
の
藩
主
を
迎
え
た
御
座
の

間
、奉
行
の
た
め
の
式
台
の
間
、

村
役
人
の
た
め
の
溜
ま
り
の
間

な
ど
を
見
て
回
る
う
ち
、
江
戸

時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

か
の
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
る
。

こ
れ
は
、
外
の
景
色
に
も
関
係

す
る
。
徳
川
幕
府
の
目
を
憚

（
は
ば
か
）
り
、
く
ぼ
地
を
一

段
と
掘
り
下
げ
て
建
物
が
建
つ

た
め
、
周
り
の
鬱
蒼
と
し
た
暗

い
大
庭
園
も
手
伝
い
、
周
り
か

ら
完
全
に
遮
断
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

喜
多
家
を
北
上
し
、
宝
達
駅

の
東
に
末
森
城
址
が
あ
る
。
末

森
城
は
加
賀
・
能
登
・
越
中
の

国
境
に
接
す
る
要
衝
で
、
前
田

利
家
と
越
中
の
佐
々
成
政
の
古

戦
場
が
あ
る
。

国
道
四
七
一
号
線
沿
い
の
河

原
地
区
の
ト
ン
ネ
ル
の
上
に

は
、
宝
達
川
が
流
れ
て
い
る
。

そ
の
昔
、
大
変
な
暴
れ
川
で
当

時
の
土
木
業
者
（
宝
達
者
）
が

苦
労
し
て
土
手
を
築
く
う
ち
に

天
井
川
に
な
っ
た
。
ト
ン
ネ
ル

の
横
か
ら
川
に
登
る
た
め
の
遊

歩
道
が
あ
り
、
登
り
切
っ
て
し

ま
う
と
、
川
底
を
国
道
が
走
る

と
い
う
奇
観
を
望
む
こ
と
が
で

き
る
。

こ
の
宝
達
川
の
源
、
宝
達
山

の
麓
に
は
「
押
の
泉
」
が
湧
き

出
て
い
る
。
そ
の
昔
、
弘
法
大

師
が
北
陸
路
を
行
脚
し
、
宝
達

山
の
麓
の
紺
屋
町
村
を
通
っ
た

と
き
に
、
水
不
足
で
苦
し
む
農

民
を
哀
れ
み
、
傍
ら
の
岩
を
杖

で
押
し
た
と
こ
ろ
水
が
涌
き
出

し
、農
民
を
助
け
た
と
の
こ
と
。

以
来
、
こ
の
泉
を
「
お
し
の
い

ず
み
」
と
い
い
、
押
水
の
地
名

の
起
源
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。

押
の
泉
か
ら
国
道
四
七
一
号

線
を
南
、
金
沢
方
面
に
わ
ず
か

に
戻
る
と
、
世
界
初
の
ク
ロ
ー

ン
牛
で
有
名
に
な
っ
た
石
川
県

畜
産
総
合
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

ま
た
、
伝
説
の
モ
ー
ゼ
の
墓
も

拡
張
工
事
が
施
さ
れ
、
ギ
リ
シ

ャ
神
殿
化
し
て
時
代
の
波
に
揉

ま
れ
て
い
る
ご
と
し
。

最
後
の
訪
問
地
は
、
加
賀
・

能
登
・
越
中
に
君
臨
す
る
宝
達

山
、
標
高
六
百
三
十
七
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。
全
山
は
ブ
ナ
林
に

囲
ま
れ
、
山
頂
ま
で
は
、
蛇
行

し
た
急
な
坂
道
の
ド
ラ
イ
ブ
と

な
り
、
運
転
の
技
術
が
な
け
れ

ば
日
本
海
ま
で
転
げ
落
ち
る
よ

う
な
緊
張
感
が
背
筋
を
走
る
。

し
か
し
な
が
ら
杉
野
氏
の
ハ
ン

ド
ル
裁
き
は
見
事
。
普
通
な
ら

三
十
分
は
か
か
る
と
い
う
道
の

り
を
、ス
イ
ス
イ
と
走
る
走
る
。

難
な
く
十
五
分
で
頂
上
へ
。

絶
景
で
あ
る
。
日
本
海
は
南

に
尼
御
前
、
北
に
能
登
半
島
門

前
あ
た
り
ま
で
が
一
望
で
き
、

頂
上
反
対
側
に
は
白
山
連
峰
か

ら
北
ア
ル
プ
ス
ま
で
の
パ
ノ
ラ

マ
が
広
が
っ
て
い
る
。
休
養
施

設
「
山
の
竜
宮
城
」
が
山
頂
に

あ
り
、
竜
宮
城
の
売
店
で
コ
ー

ヒ
ー
を
入
れ
て
い
た
親
切
な
女

性
が
、
冠
雪
し
た
頂
を
指
さ
し

て
、
山
々
の
名
前
、
日
本
海
の

岬
の
名
前
を
ガ
イ
ド
し
て
く
れ

た
。
女
性
は
、
四
季
折
々
、

朝
・
夕
で
も
景
色
が
ま
っ
た
く

違
っ
て
い
る
た
め
、「
ま
た
お

い
で
」
と
、
や
さ
し
く
微
笑
ん

だ
。

落
日
風
景
「
天
と
地
」
の
入

日
の
ド
ラ
マ
が
近
づ
い
た
。
こ

れ
か
ら
は
恋
人
た
ち
の
時
間

帯
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
そ
く
さ
と

山
を
下
り
、
花
よ
り
団
子
、
宝

達
駅
前
の
松
月
堂
に
立
ち
寄
っ

た
。そ

う
、
宝
達
山
は
有
名
な
宝

達
葛
の
産
地
。
こ
の
葛
で
作
っ

た
葛
湯
が
絶
品
と
教
え
ら
れ
、

こ
の
店
に
立
ち
寄
っ
た
の
で
あ

る
。
明
る
い
店
内
に
は
様
々
な

お
菓
子
が
並
べ
ら
れ
て
い
た

が
、
目
的
の
葛
湯
は
特
別
に
目

立
つ
存
在
と
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー

に
鎮
座
し
て
い
た
。
気
さ
く
で

上
品
な
松
月
堂
女
将
が
「
お
茶

で
も
ど
う
ぞ
」
と
、
わ
れ
わ
れ

を
テ
ー
ブ
ル
に
案
内
し
た
。
熱

く
も
な
く
ぬ
る
く
も
な
い
緑
茶

を
振
る
舞
っ
て
い
た
だ
き
、
押

水
取
材
活
動
の
疲
れ
た
体
に
染

み
渡
っ
た
。
感
謝
。

く
ず
湯

天
井
川（
宝
達
川
）

宝
達
山
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昨
年
も
診
察
室
で
「
海
外

旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
」

と
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
土
産

話
を
聞
い
た
。
ツ
ア
ー
旅
行

は
添
乗
員
が
い
て
安
心
し
て

旅
が
で
き
る
。
し
か
し
、
早

朝
か
ら
起
こ
さ
れ
、
観
光
移

動
し
、
毎
日
、
宿
泊
地
が
変

わ
り
、
大
変
あ
わ
た
だ
し
い

思
い
を
す
る
ら
し
い
。

昨
年
の
県
退
職
者
の
会
の

キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
た
エ
ジ

プ
ト
行
き
は
、
中
国
長
江
・

三
峡
ク
ル
ー
ズ
に
変
更
に
な

っ
た
。
今
回
は
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
で
移
動
が
な
く
、
ゆ
っ
た

り
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
参
加

し
た
人
は
大
変
良
か
っ
た
と

喜
ん
で
お
ら
れ
た
。

私
は
海
外
旅
行
は
個
人
旅

行
に
限
る
と
思
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
自
由
な
企
画
の
楽
し

み
、
た
く
さ
ん
の
外
国
人
と

の
触
れ
合
い
、
い
ろ
ん
な
意

味
で
新
し
い
発
見
が
あ
り
、

そ
し
て
何
よ
り
も
大
切
な
こ

と
は
せ
っ
か
く
の
年
一
回
の

ま
と
ま
っ
た
休
暇
を
ゆ
っ
た

り
過
ご
し
た
い
か
ら
だ
。

旅
行
を
す
る
と
き
は
何
を

テ
ー
マ
に
す
る
か
決
め
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
自

然
、
文
化
、
会
議
参
加
で
あ

っ
た
り
す
る
。
目
的
地
が
決

ま
る
と
そ
の
国
の
資
料
を
集

め
る
。『
個
人
旅
行
』『
地
球

の
歩
き
方
』
な
ど
の
旅
行
雑

誌
も
参
考
に
な
る
が
、
一
番

い
い
の
は
訪
問
国
の
政
府
観

光
局
で
あ
る
。
北
欧
、
ス
イ

ス
な
ど
熱
心
に
観
光
客
を
招

致
し
て
い
る
国
の
政
府
観
光

局
に
は
そ
の
国
で
発
行
さ
れ

て
い
る
各
地
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
（
日
本
語
の
も
あ

る
）、
ホ
テ
ル
リ
ス
ト
（
も

ち
ろ
ん
施
設
の
写
真
、内
容
、

料
金
な
ど
も
書
か
れ
て
い

る
）、
地
図
な
ど
旅
行
に
必

要
な
も
の
は
す
べ
て
揃
っ
て

お
り
、
無
料
で
も
ら
う
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
資
料

を
も
と
に
航
空
機
、
列
車
、

バ
ス
、船
な
ど
の
交
通
機
関
、

ホ
テ
ル
予
約
な
ど
旅
の
す
べ

て
を
自
分
で
企
画
し
、
予
約

す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

ス
イ
ス
パ
ス
な
ど
は
、
列

車
、
船
は
乗
り
放
題
で
、
ロ

ー
プ
・
ウ
エ
ー
、
市
電
、
バ

ス
な
ど
の
交
通
機
関
も
無
料

だ
っ
た
り
、
割
引
が
あ
る
。

私
た
ち
は
ス
イ
ス
滞
在
中
、

晴
れ
た
日
は
ア
ル
プ
ス
を
ハ

イ
キ
ン
グ
し
、
雨
の
日
は
ス

イ
ス
パ
ス
を
利
用
し
、
山
か

ら
下
り
て
湖
上
で
一
日
楽
し

ん
だ
り
し
た
。
ツ
ア
ー
旅
行

で
は
絶
対
で
き
な
い
経
験
だ

ろ
う
。

ホ
テ
ル
も
シ
ー
ズ
ン
に
よ

っ
て
料
金
が
違
う
。
外
国
で

は
お
お
く
の
ホ
テ
ル
で
週
末

割
引
な
ど
が
あ
る
よ
う
だ
。

最
近
は
ネ
ッ
ト
上
で
ホ
テ
ル

の
施
設
や
料
金
を
調
べ
る
こ

と
も
で
き

る
。
私
は
い

く
つ
か
の
会

社
か
ら
情
報

を
得
て
、
施

設
内
容
と
料

金
を
見
て
選

択
す
る
こ
と

に
し
て
い

る
。
北
欧
は

ホ
テ
ル
料
金

が
高
い
こ
と

で
有
名
だ

が
、
調
べ
て

表
示
料
金
の
半
額
程
度
に
で

き
る
と
き
も
あ
る
。

海
外
へ
行
く
際
、
ど
の
航

空
会
社
を
利
用
し
よ
う
か
と

考
え
る
こ
と
も
楽
し
い
。
航

空
会
社
の
時
刻
表
や
サ
ー
ビ

ス
ブ
ッ
ク
も
大
変
貴
重
な
資

料
だ
。
も
う
、
マ
イ
レ
ー
ジ

に
つ
い
て
は
当
た
り
前
に
な

っ
て
い
る
が
、
ス
カ
ン
ジ
ナ

ビ
ア
航
空
を
利
用
す
る
と
S

A
S
ホ
テ
ル
が
普
通
割
引
、

年
齢
に
よ
る
大
幅
割
引
が
あ

り
、
半
額
以
下
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航

空
も
乗
り
継
ぎ
を
利
用
す
る

時
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
観
光
や

一
泊
が
無
料
に
な

る
こ
と
も
楽
し
み

だ
。特

別
の
時
に
は

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス

を
利
用
す
る
の
も

良
い
だ
ろ
う
。
帰

国
し
て
翌
日
、
勤

務
に
な
る
と
い
う

と
き
疲
れ
が
違

う
。
ビ
ジ
ネ
ス
ク

ラ
ス
に
も
格
安
航

空
券
が
あ
る
こ
と

が
意
外
と
知
ら
れ

て
い
な
い
。
時
に

は
夫
婦
割
引
で
一

人
分
、
つ
ま
り
半

額
近
く
に
な
る
。

さ
ら
に
搭
乗
時
、

フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ

ス
に
グ
レ
ー
ド
ア

ッ
プ
さ
れ
る
幸
運

に
恵
ま
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
私
た
ち
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
線
で
そ
の
恩
恵
に
あ

ず
か
っ
た
。
ま
た
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
航
空
で
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
に
「
結
婚
何
周
年
の
旅
行

で
」
な
ど
と
話
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
機
長
に
操
縦
席
に
招

い
て
も
ら
い
、
記
念
写
真
と

記
念
品
を
も
ら
っ
た
こ
と
も

あ
る
。
ま
さ
に
至
福
の
旅
に

な
っ
た
。

外
国
で
の
人
と
の
触
れ
合

い
は
楽
し
い
。
初
め
て
海
外

旅
行
に
出
か
け
た
の
は
カ
ナ

ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
核
戦
争
防
止
国
際
医

師
会
議
に
松
任
の
登
谷
先
生

ら
と
一
緒
に
日
本
の
代
表
団

の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
時

だ
。
成
田
か
ら
シ
ア
ト
ル
ま

で
は
日
本
人
同
士
で
あ
っ
た

が
、シ
ア
ト
ル
か
ら
シ
カ
ゴ
、

さ
ら
に
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
へ

の
機
中
で
は
「
お
前
は
中
国

人
か
」、「
旅
行
の
目
的
は
何

か
」
な
ど
と
ワ
イ
ン
を
飲
ん

で
酔
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の

オ
バ
サ
ン
に
囲
ま
れ
て
怖
い

思
い
を
し
な
が
ら
も
、結
構
、

楽
し
く
過
ご
し
た
も
の
だ
。

観
光
地
で
観
光
バ
ス
を
利

用
す
る
時
は
贅
沢
な
日
本
人

向
け
で
は
な
く
、
外
国
人
向

け
を
で
き
る
だ
け
利
用
し
て

い
る
。
北
欧
旅
行
で
は
ロ
ス

ア
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
来
た
開
業

医
の
レ
イ
マ
ン
夫
妻
と
一
緒

に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の
医
療

事
情
（
開
業
医
と
し
て
は
医

療
訴
訟
に
備
え
た
賠
償
保
険

金
が
高
額
で
大
変
な
こ
と
を

一
番
に
あ
げ
て
い
た
）
な
ど

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
会

話
の
困
難
を
あ
げ
る
人
も
い

る
が
、
私
は
日
本
風
英
語
、

妻
は
に
こ
や
か
な
身
振
り
、

手
振
り
、
折
り
紙
で
対
話
し

て
き
た
。

旅
行
先
で
は
会
う
す
べ
て

の
外
国
人
に
旅
行
日
程
を
聞

か
れ
る
。
豊
か
だ
と
思
わ
れ

て
い
る
日
本
人
の
休
暇
が
一

週
間
前
後
し
か
と
れ
な
い
こ

と
を
話
す
と
「
本
当
か
い
、

嘘
だ
ろ
う
」
と
い
つ
も
驚
か

れ
る
。
北
欧
の
医
師
は
八
週

間
の
夏
期
休
暇
が
あ
る
。
せ

め
て
そ
の
半
分
で
も
い
い
、

じ
っ
く
り
と
滞
在
型
の
休
暇

を
過
ご
し
て
い
る
初
夢
を
み

て
、
い
つ
の
日
か
実
現
し
た

い
も
の
だ
。

白崎白崎ドクター 
地球を行く 
白崎ドクター 
地球を行く 

●個人旅行の楽しみ● 

白崎　良明（健生クリニック院長） 〈 1 〉 〈 1 〉 〈10〉 

─触れ合い、発見、ゆったり─ 

ま
ず
、旅
行
の
 

テ
ー
マ
を
決
め
る

a
a
a
a
a
a

a
a
a
a
a
a

世
界
の
不
思
議
 

日
本
の
短
い
休
暇

a
a
a
a
a
a

a
a
a
a
a
a

情
報
集
め
で
 

割
引
上
手
に
 

a
a
a
a
a
a

a
a
a
a
a
a

レイマン夫妻と馬車でブリクスダール氷河に向かう

マッターホルンを望み、ハイキング

昔
々
の
お
話
で
す
。
安
房

（
現
在
の
千
葉
県
）
の
増
間

と
い
う
と
こ
ろ
に
久
兵
衛
と

い
う
お
百
姓
さ
ん
が
住
ん
で

い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
久
兵

衛
は
た
き
木
を
売
っ
て
石
の

臼
を
買
お
う
と
思
い
、
馬
に

た
き
木
を
山
の
よ
う
に
積
ん

で
町
に
出
か
け
ま
し
た
。

町
へ
の
途
中
、
急
な
上
り

坂
に
さ
し
か
か
り
ま
し
た
。

馬
は
重
い
た
き
木
を
積
ん
で

い
る
た
め
、
フ
ウ
フ
ウ
荒
い

息
を
し
て
あ
え
ぎ
は
じ
め
、

汗
を
ビ
ッ
シ
ョ
リ
と
か
い
て

い
ま
す
。

「
こ
り
ゃ
悪
か
っ
た
。
少

し
荷
が
重
す
ぎ
た
か
。
気
の

毒
な
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た

わ
い
」。
久
兵
衛
は
そ
う
ひ

と
り
ご
と
を
つ
ぶ
や
き
ま
し

た
。町

で
た
き
木
を
売
っ
て
石

の
臼
を
買
っ
た
久
兵
衛
は
、

帰
り
は
荷
物
を
軽
く
し
て
や

ろ
う
と
思
い
、「
来
る
時
は

苦
労
を
か
け
た
。
帰
り
は
オ

レ
が
荷
物
を
背
負
っ
て
や
っ

か
ら
な
」
と
荷
な
わ
で
石
臼

を
し
ば
る
と
、
自
分
の
背
中

に
背
負
い
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
の
ま
ま
馬
の
上
に
乗
っ
た

の
で
す
。

す
れ
違
う
人
は
不
思
議
そ

う
に
こ
の
奇
妙
な
お
百
姓
を

な
が
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中

の
一
人
が
久
兵
衛
に
話
し
か

け
ま
し
た
。

「
も
し
、
お
前
さ
ん
は
な

ぜ
、
馬
に
荷
物
を
つ
け
ね
え

で
自
分
で
背
負
っ
て
い
な
さ

る
ん
じ
ゃ
」。

「
い
や
あ
、
な
ん
の
こ
た

あ
ね
え
よ
。
か
わ
い
そ
う
だ

か
ら
よ
」。

「
？
？
？
」。

「
馬
に
重
い
荷
を
背
負
わ

せ
ち
ゃ
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら

よ
、
こ
う
し
て
オ
レ
が
背
負

っ
て
や
っ
て
る
ん
だ
よ
」と
、

す
ま
し
顔
で
馬
を
急
が
せ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

絵
と
文
　
と
よ
た
　
時
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近
年
、
子
ど
も
た
ち
が
起
こ

し
た
い
ろ
ん
な
事
件
が
世
の
中

を
賑
わ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
際

の
論
調
は
、
事
件
を
起
こ
す
子

ど
も
や
「
加
害
」
の
側
の
子
ど

も
へ
の
糾
弾
で
す
。
そ
し
て

「
最
近
の
子
ど
も
は
な
に
か
あ

る
と
す
ぐ
キ
レ
ル
」「
が
ま
ん

す
る
心
が
育
っ
て
い
な
い
」
な

ど
、
事
件
を
起
こ
す
子
ど
も
は

「
荒
れ
る
」
子
ど
も
と
し
て
問

題
児
扱
い
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
事
件
を
起
こ
し

た
子
ど
も
が
や
っ
た
事
実
は
事

実
と
し
て
、
贖
罪
の
指
導
は
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
糾

弾
し
て
も
贖
罪
で
き
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

事
件
を
起
こ
す
子
ど
も
や
「
加

害
」
の
側
の
子
ど
も
も
、
心
の

な
か
に
深
い
傷
を
負
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
名
古
屋
の
「
五
千

万
円
恐
喝
事
件
」
の
丹
念
な
調

査
の
中
で
も
、
こ
の
こ
と
は
明

ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
荒

れ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
他

人
に
よ
っ
て
荒
ら
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
荒

ら
さ
れ
る
状
況
を
変
え
よ
う
と

し
て
暴
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
い
わ
ば
被
暴
力
体
験

が
暴
力
の
根
底
に
横
た
わ
っ
て

い
る
。こ
こ
で
い
う
暴
力
と
は
、

殴
っ
た
り
蹴
っ
た
り
罵
声
を
浴

び
せ
た
り
と
い
う
直
接
的
な
暴

力
だ
け
で
は
な
く
、
誰
が
誰
に

や
っ
て
い
る
か
が
見
え
な
い
力

の
作
用
も
含
め
て
、
そ
の
人
の

そ
の
人
ら
し
さ
の
表
現
を
妨
げ

る
あ
ら
ゆ
る
力
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。

事
件
を
起
こ
す
子
ど
も
た
ち

は
、
被
暴
力
体
験
の
中
で
、
み

じ
め
な
思
い
を
し
、
暴
力
を
振

る
わ
れ
る
〈
弱
い
自
分
〉
を
嫌

悪
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

う
い
う
〈
弱
い
自
分
〉
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
、
暴
力
を
振
る

う
こ
と
で
〈
強
い
自
分
〉
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
わ
ざ
わ

ざ
自
分
よ
り
劣
る
面
を
も
つ
子

を
見
つ
け
た
り
、
し
た
て
あ
げ

た
り
し
て
、〈
強
い
自
分
〉
を

や
っ
と
確
認
し
て
い
る
の
で

す
。
だ
か
ら
〈
弱
さ
〉
の
現
れ

と
し
て
の
暴
力
と
い
っ
た
り
も

し
ま
す
。
ナ
イ
フ
は
そ
の
典
型

で
す
。

直
接
暴
力
を
振
る
わ
な
く
て

も
、
能
力
の
劣
る
子
を
ば
か
に

し
た
り
、〈
い
い
子
〉
を
演
じ

た
り
す
る
こ
と
で〈
強
い
自
分
〉

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
暴
力
を
振
る
っ
て
い
な

く
て
も
、
学
力
で
つ
ま
ず
い
た

り
、勉
強
に
疑
問
を
も
っ
た
り
、

〈
い
い
子
〉
で
あ
る
こ
と
に
疲

れ
た
り
す
る
と
、
隠
れ
て
い
た

暴
力
性
が
現
れ
て
く
る
。
そ
れ

が
他
人
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば

自
分
に
向
け
ら
れ
る
。
多
か
れ

少
な
か
れ
、
暴
力
│
被
暴
力
の

渦
の
中
に
す
べ
て
の
子
ど
も
が

巻
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

さ
て
、
暴
力
を
振
る
う
と
い

う
か
た
ち
で
し
か
、
自
己
を
表

現
で
き
な
い
ま
で
に
追
い
込
ま

れ
た
子
ど
も
へ
の
共
感
を
抜
き

に
し
て
、
そ
の
子
た
ち
の
贖
罪

は
あ
り
得
な
い
と
、
わ
た
し
は

考
え
ま
す
。

暴
れ
る
子
ど
も
の
中
に
状
況

を
変
え
た
い
と
い
う
願
い
を
見

出
す
こ
と
で
す
。
被
暴
力
体
験

を
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
話
し
出

す
よ
う
に
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
で
す
。
そ
し
て
状
況
を
変
え

る
術
を
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ

と
で
す
。
共
感
す
る
と
は
そ
う

い
う
こ
と
で
す
。
慰
め
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

八
月
に
開
か
れ
た
日
本
生
活

指
導
学
会
の
研
究
大
会
で
、
少

年
院
に
務
め
る
法
務
教
官
の
報

告
を
聞
き
ま
し
た
。
少
年
院
に

収
容
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

自
分
た
ち
が
や
っ
た
事
実
を
な

か
な
か
認
め
な
い
。
じ
っ
く
り

聞
き
込
ん
で
い
く
と
、
こ
こ
ま

で
や
っ
た
と
部
分
的
に
認
め

る
、
そ
し
て
次
に
は
相
手
も
悪

い
と
言
う
よ
う
に
な
っ
て
、
や

っ
と
自
分
に
も
責
任
が
あ
る
こ

と
を
認
め
、
贖
罪
の
方
法
を
本

人
も
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ

こ
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
一
年

く
ら
い
か
か
る
。「
や
っ
て
な

い
」
「
こ
こ
ま
で
は
や
っ
た
」

「
相
手
も
悪
い
」、
こ
れ
は
少
年

院
に
収
容
さ
れ
な
い
、
い
わ
ゆ

る
フ
ツ
ー
の
子
ど
も
た
ち
も
同

じ
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。
違

い
は
一
年
か
か
る
か
、
そ
の
場

で
三
つ
と
も
言
う
か
で
す
。
こ

の
報
告
と
討
論
に
ふ
れ
て
、今
、

次
の
よ
う
な
こ
と
を
仮
説
と
し

て
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が「
や
っ
て
い
な
い
」

と
言
う
の
は
、
言
い
逃
れ
の
面

も
あ
る
が
、
や
っ
て
し
ま
っ
た

事
実
認
知
や
責
任
を
負
う
自
信

が
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
、
と

い
う
仮
説
で
す
。
自
信
と
は
自

分
へ
の
信
頼
で
す
が

(s
e
lf-

relian
ce)

、
子
ど
も
た
ち
は
自

分
自
身
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
。
自
己
信
頼
感
は
他

人
か
ら
認
め
ら
れ
る
と
い
う
経

験
を
と
お
し
て
育
っ
て
い
く
も

の
で
す
か
ら
、
そ
の
欠
如
は
、

子
ど
も
た
ち
は
他
人
か
ら
認
め

ら
れ
た
経
験
が
乏
し
い
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
残
念
な

が
ら
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
ま

だ
世
間
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

詳
し
く
述
べ
る
紙
幅
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
に
自

己
信
頼
感
を
回
復
さ
せ
て
い
く

試
み
、
傷
つ
い
た
子
ど
も
た
ち

自
身
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
、
そ
れ
を
支
え
る
大
人
た
ち

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
呼

び
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ 

▼
!9
▲ 

山
本
　
敏
郎 

子
ど
も
た
ち
に
自
己
信
頼
感 

を
回
復
さ
せ
る 

金
沢
大
学
教
育
学
部
助
教
授 

お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
の
杉
野
ま
で
。 

●
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
原
稿
を 

　
募
集
し
ま
す
。 

後援：石川県・石川県教育委員会・金沢市教育委員会・いしかわ子育て支援財団・石川県社会福祉協議会
石川県婦人団体協議会・石川県PTA連合会・石川県私立幼稚園協会・石川県社会福祉協議会保育部会 

●お問合せ先 
090‐8269‐7153（高木）／090‐3888‐2514（松野）／090‐3760‐9827（大菅） 

【チャイルドライン・いしかわ】記念事業 

─ 自尊感情を育てるために ─ 

ありのままの 
自分を認めて 

講演会  &  映画上映会 

北村　年子さん（ルポライター） 講　師 

『こどもの時間』 映　画 

と　き 2002年2月2日（土） 
●映画（1回目） 14：30～15：50 
●講演 16：30～18：30 
●映画（2回目） 19：00～20：20 
※受付は開演時間の20分前です。 

会　場 石川県教育会館 
※会場に駐車場はありません。 

（ 　　） 金沢市香林坊 
・アトリオ裏 

参加費 前売券 500円（中学生以上） 
【当日券 600円】 
●いずれの時間帯に参加くださってもお一人500円（当日600円）
です。但し、途中の入場はご遠慮ください。 
（郵便振替でのチケット購入も可能です。詳しくはお問い合わせ下さい） 

主催 ： 子ども 夢フォーラム 

実際に送付されたハガキを縮尺したものです。 

読
み
手
と
共
感
す
る
貴
紙
に
魅
か
れ
て 

宇
野
　
満
雄
さ
ん（
松
任
市
在
住
）
か
ら
の
お
便
り 

読者アンケート 読者アンケート 
ハガキから 
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● 連 絡 先 ● 

障
害
者
が
自
立
で
き
る 

賃
金
保
障
を
め
ざ
し
て 

〒９２１‐８１１１ 金沢市若草町１２‐７ 
TEL 076（243）0326　FAX 076（243）0327
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ひ
な
げ
し
共
同
作
業
所
 

施
設
長
代
理
　
羽
生
　
経
孝
 

ひなげし共同作業所 

ひなげし作業所通所者、出口　亮さんからの手記

自
分
は
、
一
九
九
七
年
の

高
校
二
年
生
ま
で
普
通
の
少

年
で
し
た
が
、
不
慮
の
事
故

に
よ
り
「
左
半
身
不
随
」
と

い
う
障
害
を
持
っ
た
。
そ
し

て
、
長
い
入
院
生
活
と
苦
し

い
リ
ハ
ビ
リ
で
や
っ
と
歩
く

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
は

様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
競
技

の
中
に
あ
る
車
椅
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
、
今
で

は
北
陸
代
表
に
選
ば
れ
て
日

本
の
大
会
に
出
場
す
る
ま
で

に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
自
分
は
二
〇
〇

一
年
の
春
に
「
ひ
な
げ
し
共

同
作
業
所
」
に
入
所
し
て
、

新
た
な
人
生
の
一
歩
を
踏
み

出
す
た
め
に
「
働
く
」
こ
と

を
始
め
た
。
将
来
の
自
分
の

夢
は
、
こ
れ
ま
で
父
と
母
に

苦
労
を
か
け
て
き
た
分
、
親

孝
行
を
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
そ
の
形
は
、
立
派

な
も
の
に
は
な
ら
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
ま
ず
は
、
ひ

な
げ
し
の
施
設
に
毎
日
休
ま

ず
自
分
の
足
で
通
い
、「
お

や
じ
、
こ
ん
な
な
ら
ず
者
の

自
分
で
も
障
害
に
負
け
ず
頑

張
っ
と
る
ぞ
！
」
と
い
う
と

こ
ろ
を
見
て
い
て
欲
し
い
。

そ
れ
が
、
何
よ
り
の
親
孝
行

だ
と
考
え
て
い
る
。

「
人
間
、
身
体
が
不
自
由

で
も
不
幸
で
は
な
い
し
、
い

く
ら
で
も
頑
張
れ
る
。
頑
張

ら
な
い
と
一
般
に
見
下
さ
れ

る
の
で
・
・
・
、
悔
し
い
思

い
は
障
害
だ
け
で
十
分
や
！

人
間
や
れ
ば
で
き
る
！
」。

ひ
な
げ
し
共
同
作
業
所
は
、

「
働
き
た
い
」「
社
会
参
加
し
た

い
」
と
い
う
希
望
を
も
ち
な
が

ら
、
既
存
の
身
体
障
害
通
所
授

産
施
設
（
ひ
ろ
び
ろ
作
業
所
）

が
定
員
充
足
し
て
い
た
り
、

「
て
ん
か
ん
」
な
ど
の
障
害
種

別
の
制
限
に
よ
り
市
内
の
既
存

施
設
を
利
用
で
き
な
い
障
害
者

ら
の
願
い
を
受
け
と
め
る
た

め
、
一
九
九
〇
年
よ
り
「
措
置

制
度
」
の
枠
外
で
小
規
模
通
所

作
業
所
を
設
置
し
運
営
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

こ
の
施
設
運
営
に
よ
り
、
利

用
者
は
社
会
参
加
の
機
会
を

得
、
軽
作
業
等
に
従
事
し
て
き

ま
し
た
が
、
比
較
的
若
年
齢
だ

っ
た
利
用
者
も
成
人
し
て
年
月

を
重
ね
、
同
時
に
「
も
っ
と
働

き
た
い
」
「
収
入
が
欲
し
い
」

と
い
っ
た
「
経
済
的
な
自
立
」

を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
作
業
所
で
の
作

業
内
容
が
単
純
な
生
産
加
工
作

業
で
は
、
利
用
者
の
機
能
的
な

障
害
に
よ
り
ど
う
し
て
も
生
産

が
低
く
、
支
払
え
る
作
業
工
賃

も
低
水
準
と
な
ら
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
、
こ
の
社
会
不

況
の
中
で
、
下
請
け
等
の
受
注

を
受
け
る
た
め
に
一
般
企
業
に

営
業
に
回
っ
て
も
、
特
殊
な
技

術
と
そ
の
機
械
が
な
け
れ
ば
、

障
害
を
持
つ
人
達
の
仕
事
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、「
生
産

加
工
分
野
」
「
下
請
け
作
業
」

か
ら
ま
ず
脱
却
し
、
施
設
そ
の

も
の
が
自
立
す
る
こ
と
を
考
え

ま
し
た
。
社
会
的
に
認
知
度
が

低
い
小
規
模
の
施
設
こ
そ
仕
事

や
活
動
を
通
し
て
普
通
に
あ
た

り
ま
え
に
認
め
ら
れ
た
い
。
そ

の
素
直
な
気
持
ち
で
一
九
九
九

年
六
月
よ
り
、
よ
り
交
通
の
利

便
性
の
よ
い
金
沢
市
若
草
町
に

施
設
を
移
転
さ
せ
、「
Ｐ
Ｏ
Ｐ

Ｐ
Ｙ
」
の
名
前
で
店
舗
活
動
を

中
心
と
し
た
新
た
な
る
作
業
形

態
に
施
設
利
用
者
と
共
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

現
在
の
作
業
内
容
は
、
Ｐ
Ｏ

Ｐ
Ｐ
Ｙ
の
店
舗
販
売
活
動
を
は

じ
め
、
パ
ン
の
配
達
（
デ
リ
バ

リ
ー
）、
ウ
エ
ス
加
工
（
工
業

機
械
の
油
ふ
き
雑
巾
の
製
造
）、

工場などで使うウエスを作る作業にて
（後ろが筆者の出口亮さん）

障
害
に
負
け
な
い
ゾ
!

夢
は〝
親
孝
行
〞!!
 

新たな利用者の願いにこたえるために 
認可施設建設募金へご協力のお願い 
平素より、障害者福祉の増進と当法人の事業にご援助を賜り厚く

御礼申し上げます。 

さて、ひろびろ福祉会の施設は現在、身体障害者通所授産施設（定

員三十人）と心身障害者小規模通所援護施設（定員十五人）の運

営をしております。両施設とも開設以来一貫して、重度・重複障害者

を積極的に受け入れて、限られた財源の中で懸命の運営努力を続

けて参りました。しかし、通所者の障害は進行している一方で授産施

設という制度上の制約から重度・重複障害者の実態にあった運営体

制になっておりません。また、新たな通所希望は現在及び将来にわた

って多数寄せられており今後も増え続けることが予想されます。金沢

市に於ける重度障害者通所施設のパイオニアとしての歴史からも、そ

のような人々の期待に応え、受け入れていく責務があると考えておりま

すが、現状の定員枠及び財政状態ではとても期待に応えることができ

ません。 

ひろびろ福祉会としては、これ以上深刻な事態を放置することはで

きず、利用者の切実な願いに応えるべく新たな施設整備計画を策定

し、現在、金沢市若草町にある小規模作業所の「ひなげし共同作業所」

を知的障害者通所授産施設及び身体障害者通所授産施設分場の

認可施設として建設し、発足させるべく運動を始めました。 

重ねがさねのお願いですが、設立に向けての自己資金づくりのた

めに建設資金のご寄付を募っております。なにとぞ趣意をお察しくだ

されてご協力をお願いいたします。 

金沢市社会福祉協議会 

痴呆に関する介護相談 
●金沢市松ヶ枝福祉館 1階 相談室B　●毎月 月曜日 13：00～17：00 
●当会世話人がゆっくりと。秘密厳守 

呆け老人をかかえる石川家族の会 

TEL076－231－3571

（社団法人呆け老人をかかえる家族の会石川県支部） 
〒920‐0942  金沢市小立野4‐5‐11　世話人代表 小坂直信 

TEL 076－261－3399／FAX 076－260－7433 
E‐mail：skat@po3.nsknet.or.jp

呆け老人をかかえる石川家族の会  電話相談のご案内 

◆患者さんにご紹介ください◆ 

パ
ソ
コ
ン
事
業
（
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
作
成
、
福
祉
イ
ラ
ス
ト
集

の
ソ
フ
ト
販
売
他
）、
バ
ッ
テ

リ
ー
再
生
事
業
（
車
輌
、
バ
ッ

テ
リ
ー
フ
ォ
ー
ク
）
な
ど
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

障
害
が
あ
っ
て
も
営
業
努
力

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
自
立
生

活
に
近
づ
け
る
賃
金
保
障
を
め

ざ
す
た
め
、
障
害
者
施
設
と
そ

の
施
設
利
用
者
の
手
に
よ
り
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
、
今
日
的
な

新
た
な
試
み
を
続
け
て
お
り
ま

す
。

企業から依頼されたデータベースの作成指導をする
筆者の羽生経孝さん（写真右）

qかど松
②ペガサスの羽根
③鏡もち
④お椀
⑤ペガサスの足
⑥きもののたもと
⑦右の女の子の髪

（問題は18面）

7つのまちがいさがし
（答　え） 囲 

解 
答 

碁 
（
問
題
は
７
面
に
あ
り
ま
す
） 

1から絞るのが好手で黒死 
になります。8つぐ。 

1

2

6

3

49

57
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「おはよう！」「おはようございます」。今日は

会話支援グループの日。Ａさん、Ａ夫人、Ｂさ

ん、Ｂ夫人、Ｃさんが言語室に集われました。

Ａさん、Ｂさん、Ｃさんは同年代で、失語症発

症の時期も程度も似ていらっしゃいます。Ａさ

んは建設会社の現場監督、Ｂさんは薬品会社の

営業マン、Ｃさんは公務員で会計業務のプロ。

仕事の内容もバックグラウンドも家庭環境も趣

味も異なる方々ですが、共通項は仕事人間だっ

たことで、退職後は第二の人生を好きな道へ歩

み始めようとした矢先のご病気でした。病後は

コミュニケーションの機会が減少し、何よりも

失語症に戸惑われご本人から話そうとする意欲

が少ないようでした。

ご退院後、個人訓練に加え、会話のグループ

を作り参加していただきました。このグループ

は複数の人と自由に双方向の会話ができるよう

に支援するのが目的です。はじめは言葉の失敗

を恐れたり、緊張しがちなので、個人の発言を

援助しながら発話を促しました。

2カ月かかってようやく相手の話に相づちを打

たれたり、質問するようになられました。他の

人の話を、状況に合わせて聞きとる能力、会話

に参加する能力、人前で話す自信の回復には思

った以上に時間がかかりました。

三カ月目のある時Ｂさんが、退職後造園技術

を学んだので趣味と実益を兼ね仕事にしようと

思っていたと話し出されました。「でも倒れ

て・・・夢がねえ・・・」とも。その時Ａさん

が「わしも造園や」と一言。お聞きするとＡさ

んは一級建築士と街路樹設営などの造園の資格

を持っていらっしゃるとのこと。奥様に何度も

確認なさるように「造園や、なっ！」と繰り返

しおっしゃって笑顔でした。「Ｂさんの屋内造園

とＡさんの屋外造園の技術があれば素晴らしい

環境が作れますね！」と繋ぎ、一同おおいに沸

きました。

会話の重い扉が開かれた瞬間でした。それまで

は私との受け答えがほとんどだったＡさんが、相

手の話を聞いて直接ご自分から話されたのです。

あとで奥様とこっそり喜び合いました。それは、

言葉と気持ちがぴったり合って急にその方らしい

自信にあふれたご様子になられた瞬間でした。

言葉は、単に情報伝達だけではなく、感情表

出や思考の道具や人と人の潤滑油のような働き

を持ちます。失語症の場合には、言葉が見つか

らない、応答に時間がかかる、意思表示がうま

くできないなどにより自己表現を我慢しがちで、

ご自分らしいコミュニケーションが不足気味に

なります。私たち言語聴覚士は、言葉や会話が

引き出されるように、手段の工夫や提示の仕方

の工夫、やりとりの方向などの環境調整に努め

ており、言葉の制限を持ちながら、なお生き生

きと言葉を取り戻されるために微力ながら援助

させていただいています。何よりも生活者であ

るその方の自然なコミュニケーションの支援が

大切と考えています。

Ａさんは、今地域の喫茶店の常連さんになら

れ、桜のころに、ＢさんとＣさんをコーヒーに

招待されるそうです。またＢさんは、地域の保

健福祉センターへ通われ、スタッフとの交流を

通してお話の内容も増えています。最近になっ

て、病前に買っておかれた年末ジャンボ宝くじ

の置き場所を思い出され、当たりくじだったか

どうかなど愉快そうに話されました。Ｃさんは、

奥様とご一緒にしばしば小旅行に出かけられて

います。

今回のような会話支援グループは、失語症にな

られた方々が、社会性を取り戻すためのステップ

の一つとして、また地域の活動に参加する準備と

しても、よい手法の一つだと実感しています。

会話の扉を開く 

石川県言語聴覚士会・リレー寄稿〈7〉 

国立金沢病院　耳鼻咽喉科 村上　美矢子 （石川県言語聴覚士会キャラクター「イスタくん」） 

1 2

10

正解者の中から抽選で10人の方に図書券2,000円分をお送りします。 ――どなたでもご応募いただけます―― 

１
　
ハ
ネ
つ
き
の
ハ
ネ
を
つ
く
道
具
 

２
　
通
り
道
と
も
言
い
ま
す
 

３
　
朝

―
前
の
た
や
す
い
仕
事
 

５
　
セ
ー
タ
ー
な
ど
、
あ
み
も
の
に
使

う
糸
 

６
　
香
り
が
よ
い
キ
ノ
コ
の
王
様
 

１０
　
物
の
重
さ
を
は
か
る
道
具
 

１２
　
顕
微
鏡
で
見
る
も
の
を
の
せ
る
ガ

ラ
ス
を

―
グ
ラ
ス
と
い
う
 

１３
　
お
お
か
み
男
に
変
身
す
る
の
は
 

―
の
出
る
夜
 

１４
　
ス
プ
ー
ン
の
こ
と
で
す
 

１５
　
ロ
ン
ド
ン
の
冬
の
名
物
?
 

１７
　
地
球
の
表
面
を
つ
つ
ん
で
い
る
無

色
・
無
臭
・
透
明
な
気
体
 

１８
　
サ
イ
コ
ロ
を
使
う
正
月
の
遊
び
 

２０
　
話
し
手
に
対
し
て
聞
く
側
の
人
 

２１
　
世
間
の
評
判
・
気
受
け
 

２３
　
山
や
海
な
ど
の
風
景
・
な
が
め
 

２５
　
正
月
の
松
か
ざ
り
の
あ
る
間
。 

元
旦
〜
七
日
。

―
の
う
ち
 

２７
　
千
年
も
生
き
る
と
い
う
動
物
 

★
　
善
光
寺
ま
い
り
を
す
る
動
物
 

★
　
サ
ル
を
英
語
で
言
う
と
?
 

★
　
耳
の
中
に
あ
る
う
す
い
膜
 

１
　
め
で
た
い

―
の
順
は
１
富
士
２

た
か
３
な
す
び
…
 

４
　
正
月
の
男
の
子
の
遊
び
の
一
つ
 

7
　

―
に
入
っ
て
は

―
に
し
た
が

う
 

８
　
力
士
が
相
撲
を
と
る
前
に
ふ
む
 

９
　
忘
れ
た
り
落
と
し
た
り
し
て
、
な
く

し
た
物
。

―
物
 

１１
　
船
の
ほ
ば
し
ら
 

１４
　

―
は
百
薬
の
長
 

１５
　

―
も
老
い
て
は
ど
馬
に
劣
る
 

１６
　
幼
い
子
を
育
て
る
 

１８
　
き
ん
ち
ゃ
く
切
り
…
と
も
言
う
 

１９
　
激
し
く
動
く

―
の
世
界
情
勢
 

２１
　
三
日
坊
主
の
人
も
い
る
 

２２
　
安
全
の
反
対
語
、

―
信
号
 

２４
　
散
文
の
物
語
。
長
編
小
説
 

２８
　
春
・
夏
・
秋
・
冬
 

２９
　
ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
似
た
洋
菓
子
 

３０
　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
新
人
選
手
 

★
　
犬
も
歩
け
ば
棒
に
あ
た
る
…
の

―
が
る
た
 

★
　
雪
国
で
小
正
月
に
作
る
雪
の
室
 

★
　
熱
い
う
ち
に
打
て
と
い
う
金
属
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A

●同封の読者アンケートハガキまたは官製ハガキにクイズの答え、住所、電話番号、氏名、職業
（勤務先または所属団体など）および本紙を読まれた感想を必ずご記入の上、お送り下さい。
（応募はお一人様一通に限らせていただきます。） 
●当選発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。 
　［締め切り］2002年1月30日（当日消印有効） 

【パズルの解き方】1カギをヒントにマス目をうめてください。★のマス目
は、★のカギのいずれかを使ってうめてください。2二重マスのA～Cの言
葉をヒントに、残る二重マスの4文字をうまく並べて、ある言葉にしてくださ
い。この4文字が答えです。 
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皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
い
初

夢
を
み
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
私
は
鷹
の
夢
を
み
ま
し
た
。

一
富
士
二
鷹
三
な
す
び
、
の
鷹
で
す
。
お
め
で
た
い
。
で
も

違
う
ん
で
す
。
ち
っ
と
も
嬉
し
く
は
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
な

ら
同
じ
鷹
で
も
二
羽
の
鷹
の
夢
だ
か
ら
で
す
。
ア
フ
ガ
ン
に

展
開
す
る
ア
メ
リ
カ
軍
の
後
方
に
、
わ
が
自
衛
隊
改
め
、
日

本
軍
が
く
っ
つ
い
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
先
頭

に
し
て
や
っ
た
り
と
「
大
勲
位
」
が
に
や
り
と
し
て
い
ま
す
。

お
ま
け
に
、
遠
く
霞
ん
で
「
お
た
か
さ
ん
」
の
怒
っ
た
顔
も

見
え
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
テ
ロ
は
あ
ま
り
に
も
悲
惨
で
衝
撃
的

で
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
。
一
瞬
に
し
て
数
千
人
も
の
一
般
市
民
の
命
が
奪

わ
れ
た
の
で
す
。
追
悼
の
各
種
の
催
し
は
実
に
感
動
的
で
し

た
。
豪
華
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、
ア
フ
ガ
ン
の
一

般
市
民
の
ソ
連
軍
侵
攻
以
来
の
生
活
は
、
大
国
同
士
の
戦
い

の
狭
間
に
あ
る
が
た
め
の
、
日
々
の
飢
餓
と
貧
し
さ
か
ら
く

る
病
気
で
亡
く
な
る
人
々
の
歴
史
だ
っ
た
と
い
う
現
実
が
あ

り
ま
す
。
身
内
に
よ
る
さ
さ
や
か
な
葬
儀
は
出
せ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
テ
ロ
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
の
追
悼
の
催

し
が
豪
華
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
あ
る
種
の
む
な
し
さ
を
感

じ
た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

テ
ロ
の
首
謀
者
は
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
氏
だ
と
ア
メ
リ
カ
は
言

っ
て
い
ま
す
。
証
拠
も
あ
る
と
。
し
か
し
諜
報
網
に
支
障
が

出
る
の
で
発
表
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
が
信
憑
性
が
あ
る
た

め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
が
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
絶
対
的

「
善
」
の
国
で
あ
る
前
提
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
は
国
益
の
た
め
に
同
盟
国
を
裏
切
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
ご
く
最
近
、
コ
ソ
ボ
で
の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の

使
用
で
多
く
の
兵
士
に
癌
を
発
生
さ
せ
た
事
実
は
な
ん
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
ア
フ
ガ
ン
で
は
最
新
兵
器
の
性

能
が
試
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
医
師
が
患
者
さ
ん
の
同

意
を
得
る
こ
と
な
く
新
薬
の
「
治
験
」
を
す
る
よ
う
に
。

こ
の
テ
ロ
を
実
に
有
効
に
活
か
し
て
い
る
の
が
、
日
本
帝

国
の
亡
霊
た
ち
と
考
え
る
の
は
考
え
過
ぎ
で
し
ょ
う
か
。
日

本
の
マ
ス
コ
ミ
は
戦
況
を
嬉
々
と
し
て
報
道
。
と
い
う
よ
り
、

大
本
営
発
表
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
、
十
分
な
検
証
、
批
判
を

加
え
る
こ
と
な
く
垂
れ
流
し
し
て
い
ま
す
。
大
東
亜
戦
争
当

時
の
マ
ス
コ
ミ
と
本
質
は
な
ん
ら
変
わ
り
が
な
い
よ
う
で

す
。
世
界
は
大
不
況
、
日
本
政
府
は
巨
額
の
赤
字
を
抱
え
て

福
祉
を
ど
ん
ど
ん
切
り
捨
て
て
い
ま
す
。
一
方
、
国
民
は
偉

大
な
指
導
者
を
待
ち
望
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
ア
ド
ル
フ
な

ん
と
か
さ
ん
、
ち
ょ
び
髭
を
は
や
し
た
人
が
い
ま
し
た
ね
。

こ
の
状
況
は
「
い
つ
か
来
た
道
」
に
似
て
い
ま
せ
ん
か
。
心

配
に
な
り
ま
す
。

今
、
ア
メ
リ
カ
が
後
押
し
し
て
い
る
「
北
部
同
盟
」
は
、

以
前
は
に
っ
く
き
敵
だ
っ
た
と
か
、
今
の
攻
撃
目
標
の
タ
リ

バ
ン
は
昔
は
味
方
で
戦
争
の
仕
方
ま
で
教
え
た
と
い
う
。
ど

素
人
の
私
に
は
な
に
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
や
ら
・
・
・
。

裏
で
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
絡
む
利
権
が
ど
う
の
こ
う
の
と
魑

魅
魍
魎
。
佛
様
か
ら
み
れ
ば
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
「
損
か
？

得
か
？
」
の
話
み
た
い
。
そ
ん
な
話
で
世
界
が
踊
ら
さ
れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
死
の
商
人
」
と
ツ
ル
ン
ダ
？

が
得
を
し
て
い
る
だ
け
。
と
ば
っ
ち
り
は
平
和
産
業
に
、
飛

行
機
が
危
険
な
の
で
旅
行
が
ガ
タ
減
り
、
ハ
ワ
イ
は
閑
古
鳥
、

倒
産
す
る
飛
行
機
会
社
も
出
て
い
る
と
い
う
。
テ
ロ
は
許
せ

な
い
け
ど
、
そ
こ
ま
で
追
い
込
ん
だ
の
は
誰
？
そ
ん
な
ア
メ

リ
カ
の
尻
馬
に
乗
る
日
本
政
府
、
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ら
武

力
の
無
意
味
さ
を
諌
言
す
る
べ
き
な
の
に
！
中
村
哲
医
師
の

こ
れ
ま
で
の
、
こ
れ
か
ら
の
尊
い
医
療
行
為
を
踏
み
に
じ
る

日
本
政
府
に
な
さ
け
な
さ
を
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
？あ

っ
！
こ
れ
書
い
て
い
る
の
十
一
月
二
十
六
日
だ
っ
た
。

初
夢
は
日
本
晴
れ
の
富
士
山
を
バ
ッ
ク
に
白
馬
が
平
和
に
向

か
っ
て
疾
走
す
る
絵
が
い
い
な
。
予
約
し
な
お
そ
う
っ
と
。

実
は
医
学
の
発
達
に
よ
り
「
あ
な
た
の
見
た
い
夢
を
見
せ
て

く
れ
る
」
器
械
が
発
明
さ
れ
た
の
で
す
。
す
み
ま
せ
ん
。
ど

こ
ま
で
夢
で
ど
こ
か
ら
現
実
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

最
後
に
、
相
田
み
つ
を
氏
の
こ
と
ば
を
。

「
そ
ん
か
と
く
か
人
間
の
も
の
さ
し
う
そ
か
ま
こ
と
か
佛

さ
ま
の
も
の
さ
し
」。

正
夢
で
あ
っ
て

ほ
し
く
な
い
初
夢

村
田
　
祐
一
（
金
沢
市
・
小
児
科
）
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自
閉
症
は
一
九
六
〇
年
代

に
な
っ
て
、
脳
の
機
能
ま
た

は
成
熟
の
障
害
が
原
因
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
が
ほ
ぼ
は
っ

き
り
し
て
き
ま
し
た
。

私
が
経
験
し
た
四
歳
の
Ｈ

君
の
場
合
、
母
親
の
後
追
い

を
せ
ず
同
年
齢
の
子
ど
も
に

興
味
を
持
ち
ま
せ
ん
。
公
園

に
連
れ
て
い
っ
て
も
、
一
人

で
砂
を
サ
ラ
サ
ラ
と
落
と
す

こ
と
に
熱
中
し
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
カ
ー
を
並
べ
る
の
が
好

き
で
す
が
、
並
べ
る
順
番
が

定
ま
っ
て
い
て
一
つ
で
も
無

く
な
る
と
ひ
ど
く
泣
い
て
し

ま
う
な
ど
、
強
い
こ
だ
わ
り

が
あ
り
ま
す
。
交
通
標
識
が

大
好
き
で
詳
し
く
覚
え
て
い

ま
す
。
話
し
言
葉
は
な
く
、

オ
ウ
ム
返
し
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
時
に
は
そ
の
場
に
関
係

の
な
い
言
葉
を
独
り
言
の
よ

う
に
繰
り
返
し
て
言
い
ま
す
。

こ
の
例
の
よ
う
に
、
多
く

の
自
閉
症
児
は
、
知
能
に
問

題
を
持
っ
て
お
り
、
三
歳
ま

で
に
言
葉
の
遅
れ
、
人
に
対

す
る
関
心
や
反
応
の
ぎ
こ
ち

な
さ
、
落
ち
着
き
が
な
い
な

ど
の
兆
候
が
現
れ
る
の
で
、

早
期
に
治
療
を
開
始
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
自
閉
症
の

原
因
が
脳
の
器
質
的
な

障
害
で
あ
る
と
さ
れ
て

以
来
、
言
語
障
害
、
認

知
障
害
と
い
っ
た
知
的

能
力
の
改
善
に
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
て
ら
れ
、
訓
練

が
治
療
の
中
心
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

発
達
障
害
は
、
早
期

発
見
、
治
療
が
大
切
で

す
。
自
閉
症
児
に
対
し

て
も
、
言
語
療
法
、
作
業
療

法
な
ど
の
治
療
効
果
は
か
な

り
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
自
閉
症
に
は
①
社
会

性
の
欠
如
②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
欠
如
③
興
味
活
動

の
限
局
性
と
い
う
三
つ
の
特

徴
的
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。

最
近
、自
閉
症
の
治
療
に
は
、

知
的
能
力
の
改
善
だ
け
で
な

く
、
自
閉
症
児
本
来
の
自
閉

性
に
重
き
を
置
き
、
早
期
か

ら
彼
ら
の
情
緒
感
情
に
関
わ

る
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い

ま
す
。

近
年
、
知
能
に
問
題
が
な

い
自
閉
症
児
（
高
機
能
自
閉

症
児
）
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
彼
ら
は
小
学
生
に
な
っ

て
か
ら
、
い
じ
め
に
遭
う
、

不
登
校
に
陥
る
、
教
室
の
中

で
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
す
な
ど

で
初
め
て
気
づ
か
れ
る
こ
と

も
多
い
の
で
す
。
特
に
思
春

期
を
迎
え
た
高
機
能
自
閉
症

児
は
、
自
分
自
身
の
障
害
に

当
惑
し
、
悩
み
、
深
く
傷
つ

い
て
い
ま
す
。

今
、
彼
ら
に
対
し
て
必
要

な
こ
と
は
、
医
療
と
教
育
両

面
で
の
取
り
組
み
で
あ
る
と

痛
感
し
ま
す
。

●
●
●
●
●
上
と
下
の
絵
に
は
七
カ
所
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
さ
て
ど
こ
で
し
ょ
う
●
●
●
●
●
　
（
答
え
１６
面
）

（その41） 

自閉症について 
柳下　道子（金沢市・精神科） 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。



今
年
の
夏
は
十
三
年
ぶ
り

に
、
家
族
で
か
つ
て
住
ん
で
い

た
ア
イ
オ
ワ
州
コ
ラ
ル
ビ
ル

（
ア
メ
リ
カ
）
へ
旅
し
た
。
子

ど
も
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
成
長

し
、
家
族
揃
っ
て
旅
行
で
き
る

の
も
最
後
か
も
し
れ
な
い
と
、

思
い
き
っ
て
主
人
の
同
窓
会
と

学
会
出
席
に
便
乗
、
私
の
母
も

誘
っ
て
八
月
七
日
か
ら
十
五
日

に
か
け
、
懐
か
し
い
人
々
に
会

っ
て
き
た
。

街
は
か
な
り
変
貌
し
て
い
た

が
、
セ
ン
ト
モ
リ
ソ
ン
パ
ー
ク

の
前
に
あ
る
私
た
ち
の
住
ん
で

い
た
ア
パ
ー
ト
、
子
ど
も
た
ち

の
通
っ
た
学
校
は
同
じ
た
た
ず

ま
い
で
、思
わ
ず
ほ
っ
と
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
爬
虫
類
や

魚
を
飼
い
、
い
つ
も
親
切
に
し

て
く
れ
た
三
階
の
住
人
で
、
男

二
人
（
ホ
モ
？
）
の
ア
メ
リ
カ

人
の
片
割
れ
が
、
お
そ
ら
く
エ

イ
ズ
で
亡
く
な
っ
た
と
聞
い
て

当
時
は
道
路
も
悪
く
て
県
外
ま

で
ド
ラ
イ
ブ
し
た
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
。
最
近
の
道
路
の
良
さ

に
驚
い
て
い
ま
す
。
今
度
の
富

山
旅
行
で
も
、
富
山
市
の
記
憶

が
無
く
初
め
て
の
土
地
に
行
っ

た
よ
う
で
、
一
日
中
富
山
城
と

そ
の
周
辺
を
歩
い
て
き
ま
し
た

し
、
高
岡
市
も
ま
っ
た
く
記
憶

に
な
く
、
有
名
で
大
き
く
立
派

な
瑞
龍
寺
を
拝
見
し
、
そ
の
由

来
を
知
っ
て
驚
く
と
と
も
に
こ

の
よ
う
な
学
友
の
法
要
を
企
画

し
て
下
さ
っ
た
同
窓
会
幹
事
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

法
要
の
後
、
バ
ス
で
氷
見
に

行
き
ま
し
た
が
、
そ
の
道
路
も

良
い
の
に
驚
き
ま
し
た
。
関
東

や
東
海
に
較
べ
れ
ば
北
陸
の
道

路
整
備
は
遅
れ
て
い
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
の
は
私
の
誤
り

で
し
た
。
氷
見
で
の
同
窓
会
が

私
共
の
最
後
の
会
と
な
る
よ
う

で
残
念
で
す
。
皆
さ
ん
が
お
元

気
で
過
ご
さ
れ
る
よ
う
祈
っ
て

い
ま
す
。
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名
誉
会
長
　
後
藤
田
　
博
之（
熱
海
市
在
住
） 

熱
海
に
住
ん
で 

温
泉
が
取
り
え 

『
石
川
保
険
医
新
聞
』
十
月

号
に
二
〇
〇
二
年
新
年
号
の
原

稿
募
集
記
事
が
出
て
い
ま
し
た

の
で
、
私
事
ば
か
り
で
す
が
一

筆
送
り
ま
す
。

八
十
歳
と
も
な
れ
ば
余
生
は

ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
つ
も
り
で

遠
い
熱
海
に
や
っ
て
来
ま
し
た

が
、
趣
味
と
し
て
き
た
囲
碁
、

将
棋
、
麻
雀
な
ど
は
禁
煙
な
の

で
足
が
遠
の
き
ま
し
た
。

熱
海
は
大
き
な
医
療
施
設
が

不
十
分
で
す
。
そ
れ
に
医
療
費

の
一
部
負
担
が
大
幅
に
増
え
そ

う
で
す
ね
。
高
齢
者
に
と
っ
て

は
、
た
い
へ
ん
な
痛
手
で
す
。

協
会
活
動
で
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

協
会
の
保
険
医
年
金
が
あ
っ

た
か
ら
好
き
な
生
活
も
で
き
ま

し
た
が
、熱
海
は
物
価
が
高
く
、

住
ん
で
い
る
伊
豆
山
は
急
坂
が

多
く
て
散
歩
も
高
齢
者
に
は
無

理
で
、
決
し
て
住
み
良
い
所
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
気
候

温
暖
で
、
温
泉
に
入
れ
る
の
が

取
り
え
で
す
。
一
〜
二
カ
月
に

十
日
ほ
ど
横
浜
の
セ
カ
ン
ド
ハ

ウ
ス
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
に
は
、
金
大
十
全
同

窓
会
、
金
大
薬
学
同
窓
会
、
金

沢
医
大
十
九
年
卒
同
窓
会
、
徳

島
中
学
十
三
年
卒
関
東
ク
ラ
ス

会
と
種
々
あ
り
ま
し
た
。
中
学

ク
ラ
ス
会
は
楽
し
い
集
ま
り
で

し
た
。
印
象
に
残
っ
た
会
は
富

山
で
の
同
門
会
、
高
岡
と
氷
見

で
の
同
窓
会
で
し
た
。
私
は
昭

和
二
十
五
年
ご
ろ
か
ら
マ
イ
カ

ー
で
行
動
し
て
い
ま
し
た
が
、

江
守
　
道
子（
金
沢
市
・
歯
科
） 

家
族
の
懐
か
し
の
地 

ア
イ
オ
ワ
、ウ
ィ
ニ
ペ
グ
へ 

い
た
の
で
、
持
っ
て
い
っ
た
お

土
産
を
渡
そ
う
と
し
た
ら
、
部

屋
の
ド
ア
に
ア
ラ
ス
カ
旅
行
中

の
メ
モ
が
張
っ
て
あ
っ
た
。
メ

モ
を
は
さ
ん
で
き
た
が
、
分
か

っ
た
だ
ろ
う
か
？
一
人
で
、
傷

心
の
旅
に
出
か
け
た
の
だ
ろ
う

か
？
今
も
っ
て
気
に
な
っ
て
い

る
。一

方
、主
人
は
学
会
に
出
席
、

娘
は
そ
れ
ぞ
れ
医
局
の
先
生
方

と
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
、
買
い
物

に
、
ま
た
担
任
だ
っ
た
先
生
と

会
い
、
私
は
母
を
連
れ
、
通
っ

て
い
た
大
学
や
図
書
館
を
訪
れ

た
り
友
人
に
会
っ
た
り
と
大
忙

し
の
毎
日
だ
っ
た
。

学
会
の
終
了
し
た
夕
方
は
、

家
族
も
含
め
た
ピ
ク
ニ
ッ
ク

（
簡
単
に
言
え
ば
、
ア
ウ
ト
ド

ア
の
B
B
Q
）、
公
式
の
歓
迎

夕
食
会
も
あ
り
、
多
く
の
懐
か

し
い
人
々
と
の
再
会
に
、
特
に

大
病
を
患
っ
た
主
人
は
感
動
し

て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
わ
が
家
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
て
い
た
デ
ビ
ち
ゃ
ん

の
住
む
カ
ナ
ダ
・
ウ
ィ
ニ
ペ
グ

原
　
和
人（
金
沢
市
・
外
科
） 

わ
が
家
で
始
め
た 

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト 

の
お
宅
に
二
日
間
お
邪
魔
し

た
。
私
た
ち
が
到
着
し
た
八
月

十
二
日
の
午
後
三
時
過
ぎ
、
空

港
ま
で
二
台
の
車
で
（
荷
物
が

多
い
と
思
っ
て
）
迎
え
て
く
れ

た
。
久
し
ぶ
り
に
見
る
デ
ビ
ち

ゃ
ん
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
太
っ
て

い
た
が
と
て
も
元
気
で
、
秋
の

大
学
入
学
を
控
え
、
補
習
授
業

に
毎
日
追
わ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
三
十
分
位
で
広
々

し
た
芝
生
の
中
の
素
敵
な
自
宅

に
到
着
。
お
母
さ
ん
の
心
温
ま

る
夕
食
を
ひ
ん
や
り
し
た
涼
し

い
デ
ッ
キ
で
と
り
、
思
い
出
話

に
花
が
咲
い
た
。

翌
日
は
近
く
の
大
き
な
川

で
、
船
で
川
下
り
を
楽
し
み
、

夜
は
し
ゃ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で

デ
ィ
ナ
ー
を
楽
し
み
、
あ
っ
と

い
う
間
の
二
日
間
だ
っ
た
。

ご
両
親
か
ら
頂
い
た
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
添
え
ら
れ
た
カ
ー
ド
に

は
、〝
私
た
ち
の
家
の
ド
ア
は

常
に
あ
な
た
方
の
た
め
に
開
か

れ
て
い
る
の
で
、
い
つ
で
も
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。〞
と
あ
っ
た
。

彼
女
が
、
わ
が
家
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
て
い
た
時
に
訪
れ

た
、
広
島
へ
の
修
学
旅
行
の
エ

ッ
セ
ー
を
読
ま
れ
た
方
は
、
な

る
ほ
ど
と
思
わ
れ
る
に
違
い
な

い
。私

も
子
ど
も
の
親
と
し
て
、

い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
る
、

心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
旅

だ
っ
た
。

私
の
父
親
が
二
年
前
に
な
く

な
り
、
福
井
の
若
狭
の
片
田
舎

で
母
親
が
一
人
暮
ら
し
を
し
て

い
る
。
大
正
九
年
生
ま
れ
な
の

で
、
も
う
八
十
歳
を
超
え
る
老

婆
で
あ
る
。
父
の
後
を
継
い
で
、

長
男
の
私
が
「
当
主
」
と
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
金
沢
で
の

生
活
と
仕
事
の
方
も
目
い
っ
ぱ

い
で
、
と
て
も
、
田
舎
の
こ
と

ま
で
手
が
回
ら
な
い
。
と
た
ん

に
、
母
親
か
ら
、「
田
舎
に
年
寄

り
を
一
人
置
い
て
、
も
う
少
し
、

家
の
面
倒
を
見
て
く
れ
」「
ど
こ

ど
こ
の
誰
か
さ
ん
は
、
こ
ん
な

に
親
孝
行
だ
」
と
、
非
難
ご
う

ご
う
の
便
り
が
届
い
た
。

母
親
は
教
師
を
退
職
し
て
か

ら
、
暇
に
ま
か
せ
て
文
章
を
書

き
始
め
た
。
最
初
は
原
稿
用
紙

に
書
い
て
い
た
の
だ
が
、
世
の

中
に
ワ
ー
プ
ロ
が
流
行
り
だ
す

と
、
六
十
の
手
習
い
で
も
な
い

が
、
ワ
ー
プ
ロ
を
買
っ
た
。

電
話
と
い
う
の
は
便
利
な
も

の
だ
が
、
母
親
の
都
合
で
電
話

を
か
け
ら
れ
る
と
、
つ
い
愛
想

も
な
い
対
応
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
れ
が
ま
た
、
母
親
に
は

気
に
い
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ワ
ー
プ
ロ
入
力
が
で

き
る
の
な
ら
メ
ー
ル
も
可
能
と

思
い
、
昨
年
の
暮
れ
、
パ
ソ
コ

ン
を
田
舎
に
置
く
こ
と
に
し

た
。
操
作
は
、
東
京
の
孫
が
正

月
休
み
を
返
上
し
て
行
き
、
特

訓
し
た
。
大
正
生
ま
れ
の
母
親

に
と
っ
て
は
、
マ
ウ
ス
や
ク
リ

ッ
ク
と
い
う
用
語
の
横
文
字
が

大
の
苦
手
で
あ
る
。そ
れ
で
も
、

パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー
ド
に
母

親
用
の
操
作
手
順
を
張
り
、
ノ

ー
ト
い
っ
ぱ
い
に
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
書
い
て
、
な
ん
と
か
メ
ー
ル

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

親
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
孫
か

ら
の
便
り
が
何
よ
り
も
楽
し
み

の
よ
う
で
あ
る
。
孫
が
大
き
く

な
る
に
従
い
、
次
第
に
近
寄
ら

な
く
な
り
、
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
の
意
思
疎
通
の
媒
体
は
、
も

っ
ぱ
ら
携
帯
電
話
に
代
わ
っ

て
、
年
寄
り
た
ち
と
の
距
離
は

ま
す
ま
す
遠
く
な
っ
て
い
る
。

せ
っ
か
く
パ
ソ
コ
ン
で
メ
ー

ル
を
送
る
こ
と
を
覚
え
た
母
親

と
子
ど
も
た
ち
を
つ
な
ぐ
手
段

と
し
て
、
原
家
の
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
を
作
る
こ
と
に
し
た
。

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
は
簡
単
に

無
料
で
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

母
親
と
子
ど
も
、
孫
た
ち
の
メ

ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
が
始
ま
っ

た
。
今
ま
で
、
メ
ー
ル
を
開
け

て
も
な
か
な
か
メ
ー
ル
が
入
っ

て
い
な
か
っ
た
母
親
か
ら
、

「
親
孝
行
感
謝
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
私
が
送
っ
た
メ
ー
ル

も
送
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。
な

ん
か
楽
し
み
で
す
が
、
ま
す
ま

す
機
械
に
振
り
回
さ
れ
そ
う
。

し
ば
ら
く
作
文
お
ろ
そ
か
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
も
し
た

い
し
ね
」
と
い
う
、
う
れ
し
そ

う
な
メ
ー
ル
が
届
い
た
。毎
日
、

数
通
の
メ
ー
ル
が
行
き
交
い
し

て
い
る
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

早
い
も
の
で
、
ま
た
お
正

月
を
迎
え
ま
し
た
。

昨
年
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
何

と
言
っ
て
も
小
泉
さ
ん
の
登

場
と
ア
フ
ガ
ン
戦
争
で
し
ょ

う
か
。

医
療
・
福
祉
と
い
う
の

は
、
人
が
人
ら
し
く
あ
る
た

め
の
最
後
の
砦
の
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
「
構
造
改
革
」

と
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
よ
り

住
み
や
す
い
生
活
の
場
を
再

構
築
す
る
こ
と
が
目
的
だ
と

し
た
ら
、
何
か
こ
の
改
革
は

お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
の
ま
ま
で
は
、
弱
者
が

よ
り
犠
牲
を
強
い
ら
れ
る
か

ら
で
す
。
医
者
は
政
治
家
で

あ
る
必
要
も
、
評
論
家
で
あ

る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
大

切
な
の
は
、
常
に
最
も
弱
い

立
場
の
人
と
共
に
あ
る
、
そ

の
視
点
で
物
を
考
え
る
こ
と

で
す
。
構
造
改
革
も
、
ア
フ

ガ
ン
戦
争
も
そ
れ
が
基
本
だ

と
信
じ
て
い
ま
す
。

保
険
医
協
会
は
、
今
年
も

大
忙
し
。
市
民
と
共
に
、
社

会
保
障
の
充
実
・
発
展
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

（
編
集
長
　
大
平
政
樹
）

カナダのウィニペグにあるデビちゃんの家で2日間過ごす
写真左が筆者ご夫妻で、右から3人目がデビちゃん

家族も含めてバーベキュー
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TEL（076）237‐7171 FAX（076）237‐5507

株式会社エスアールエル北陸 

〒920‐0376　石川県金沢市福増町北839番地 
TEL（076）269‐3870（総務） FAX（076）249‐1976 
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ヒューマン・ヘルスケア企業 

医療機器の提供から、病院開業・経営のサポートまで 

セントラルメディカル株式会社 

本　社　金沢市西念3丁目1番5号  〒920‐0024 
Tel.076（262）1111㈹  Fax.076（223）7255 
営業所　富山・福井／出張所　砺波 
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医 

医療電子機器　放射線機器 

■ 
 
■ 
■ 

本 社  
 
富山営業所 
大阪営業所 

TEL（0776）23‐8888 
FAX（0776）23‐8884 
TEL（076）491‐3558 
TEL（06）6876‐4444

福 井 市 松 本 1 丁 目 2 6 番 8 号  
 
富 山 市 今 泉 2 8 5 ‐ 2  
大阪府吹田市五月が丘北1 4‐5 5

御注文は電話料無料フリーダイヤル0120‐23‐8887へ 

〒920‐0856 金沢市昭和町16‐1 ヴィサージュ15F 
電話（076）261‐4527  FAX（076）262‐3904

大鵬薬品工業株式会社 
金沢支店 

U   R   L http：//www.koshiya.co.jp/ 
本　  社 金沢市石引4丁目4番10号　  〒920‐0935 
Tel/Fax 076‐223‐7272㈹／076‐262‐8507 
メディカルケア 076‐222‐3405 営業所／富山・福井 

医療器械　製造・販売・卸  

総合医薬メーカー 

取締役社長　黒　崎　昌　俊 
本　　　　社　金沢市久安3丁目406  TEL（076）247‐1231 
松任第一工場　松任市上安田町236 
発送センター　松任市上安田町236 
第一研究所　松任市福留町233‐1

あらゆる医療分野に、誠実に対応いたします。 

本　社／〒920‐8539  金沢市問屋町2‐46 
TEL 076‐237‐5555㈹  FAX 076‐237‐6584 
支店／富山・福井・大阪・京都　営業所／七尾・高岡・砺波・敦賀 
ホームページ　http：//www.tomiki.co.jp/

中外製薬株式会社 
金沢出張所 

〒920‐0906 
金沢市十間町5番地　あいおい損保6階 
TEL076‐232‐6766（代）　FAX076‐232‐6755

CHUGAI

す こ や か を、あ な た へ  
明日の医療を見つめる。 

株式会社半 田 
■本　　　社　〒920‐0025  金沢市駅西本町2丁目11番29号 
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■富山営業所　〒939‐8222  富山市蜷川342番1号 
　　　　　　　TEL（076）493‐8110㈹  FAX（076）494‐2020

人工臓器専門商社 

本　　　　社／金沢市笠舞本町2丁目26番7号 
 電話（076）222‐6531 
石 引 分 室／金沢市石引3丁目7番57号 
テクニカルセンター／金沢市石引4丁目5番4号 
営　　業　　所／富山・東京・横浜 

株式会社 

医療機器販売 

金沢市諸江町下丁372番地 

福井医療株式会社 
金沢支店 

TEL（076）237‐6400／FAX（076）238‐0025
本　店／福井市手寄2丁目4‐28

〒920‐0853  金沢市本町1‐5‐2 
リファーレ8F 

TEL（076）234‐3680 
FAX（076）234‐3690

藤沢薬品工業株式会社 
大阪支店 金沢営業所 

明日の健康と新産業創造のパートナー 

本　　社 〒920‐0385  金沢市松島1丁目40番地 
 TEL（076）269‐1880㈹  FAX（076）269‐2522 
技術センター 〒924‐0051  松任市福留町248番地1 
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東京都千代田区二番町12‐7 〒102‐8422 
http://www.tsumura.co.jp/

自然と健康を科学する漢方のツムラ 
ツムラは、医療用漢方製剤の科学的研究を通じて、 
21世紀の健やかな長寿社会の実現に貢献して 
いきます。 
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ALOKA
Science & Humanity

TEL 076（240）8033  FAX 076（240）8036 
ホームページアドレス　http://www.aloka.co.jp

〒920‐0026  金沢市西念3丁目11番37号 
TEL （076）260‐6067  FAX （076）260‐6068 

URL  http://www.arkray.co.jp

アークレイマーケティング株式会社 
金沢セールス&サービスオフィス 

石川県保険医協会 保険医年金 
 休　業　保　障共済制度引受会社 

BE
STパートナー

三井生命保険相互会社  

〒920‐0918 金沢市尾山町3番11号  TEL（076）263‐3255㈹ 

金 沢 支 社 

〒920‐0853  金沢市本町2‐11‐7  TEL（076）263‐8851

石川県保険医協会  グループ保険  共済制度引受会社 保険医年金 

石川県保険医協会グループ保険制度 
引受幹事会社 

太陽生命保険相互会社 

〒920‐0902 金沢市尾張町2丁目８番23号 
TEL（076）222‐0736

YASUDA LIFE

保険医年金 
受 託 会 社  

〒920‐0901 金沢市彦三町2‐1‐45 
TEL（076）231‐2116 
FAX（076）264‐8659

金沢支社 
安田生命保険相互会社 

金沢支店 

〒920‐0918 金沢市尾山町6‐25 
 TEL （076）223‐9912 
 FAX （076）260‐5455

株式会社 三谷サービスエンジン 

〒920‐0862  金沢市芳斉1‐3‐3 
TEL：076‐263‐6171（代表） 
FAX：076‐262‐5295

眼科器械販売・クリーンルーム設計,施工 

本　　　社/金沢市石引４丁目４番６号 
　　 　　　電話（076）222－1655
福井営業所/福井市二の宮３丁目３４の２７ 

〒924‐0057  石川県松任市松本町2512番地 
TEL 076－274－1111（代） 
FAX 076－274－6114　　 

URL  http://www.kusuri-aoki.co.jp

〒921‐8846  石川郡野々市町字位川52 
TEL/FAX  （076）246－4074

あなたの暮らしをそっとお手伝い… 

TEL 076‐220‐1039  FAX 076‐260‐1551

人と地球の安全のために 

石川県医療廃棄物事業協同組合 
石川県小松市二ツ梨町ト5 
TEL（0761）44‐4883

金沢市直江町イ７番地１  〒920‐0216 
電話（076）238‐7676  FAX（076）238‐6856金　沢　支　店 

R

INOUE  SEISHO  DOU  CO.,LTD.

〒921‐8035  金沢市泉が丘1‐2‐33 
TEL（０７６）247‐5157  FAX（０７６）244‐4897 

E-mail ： sonodain@spacelan.ne.jp

ソノダ印刷株式会社 

〒920‐0801　金沢市神谷内町ニ61 
TEL（076）252‐4321㈹ FAX（076）251‐4171

代表取締役社長　山上   公介 

石川米油株式会社 

ESSO
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